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松
本　

奈
々

［
キ
ー
ワ
ー
ド
：
①
惣
無
事　

②
天
徳
寺　

③
佐
野　

④
豊
臣
秀
吉　

⑥
北
条
］

は
じ
め
に

「
惣
無
事
令
」
と
は
中
世
を
貫
く
自
力
の
原
則
を
排
除
し
、戦
争
の
原
因
た
る
領
土
紛
争
を
豊
臣
政
権
の
裁
判
に
よ
っ
て
「
平
和
」

的
に
解
決
す
る
法
令
で
あ
り
、
藤
木
久
志
氏
が
命
名
、
提
唱
し
た
も
の
だ
。「
惣
無
事
令
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
秀
吉
に
よ
る

①
停
戦
命
令
、
②
当
知
行
安
堵
、
③
当
事
者
事
情
聴
取
の
う
え
で
の
裁
定
、
④
境
目
確
定
、
⑤
違
反
者
へ
の
征
伐
、
の
五
点
に
集

約
さ
れ
る
こ
と
が
研
究
者
の
間
で
は
共
通
の
認
識
と
な
っ
て
い
る
。
藤
木
氏
は
東
国
に
つ
い
て
「
関
東
・
奥
両
惣
無
事
令
」
と
評

価
さ
れ
た
文
書
を
紹
介
し
、
関
東
に
お
い
て
は
天
正
十
四
年
に
「
惣
無
事
令
」
の
初
令
が
出
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。

そ
れ
以
降
、
法
令
と
し
て
の
「
惣
無
事
令
」
と
い
う
認
識
に
従
っ
て
、
そ
の
成
立
年
が
議
論
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
。
高
橋
博

下
野
佐
野
氏
天
徳
寺
宝
衍
と
織
豊
政
権
の
関
東
「
惣
無
事
」
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氏
（
1
）
は
天
正
十
年
か
ら
十
二
年
に
か
け
て
も
「
惣
無
事
」
文
言
の
あ
る
文
書
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
戸
谷
穂
高
氏
（
2
）・

佐
々
木
倫
朗
氏
（
3
）・
竹
井
英
文
氏
（
4
）
は
、
家
康
が
天
正
十
年
段
階
で
「
惣
無
事
」
を
行
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
家
康
の

推
進
す
る
「
惣
無
事
」
に
秀
吉
が
介
入
を
図
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
織
田
政
権
か
ら
秀
吉
に
か
け
て
の
一
貫
性
や
転
換
点
が
議
論
の
対
象
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
藤
井
譲
治

氏
（
5
）・
竹
井
英
文
氏
（
6
）・
矢
部
健
太
郎
氏
（
7
）
ら
の
研
究
か
ら
、「
惣
無
事
」
を
政
策
レ
ベ
ル
で
検
討
す
る
、「
惣
無
事
」
政

策
論
が
台
頭
し
て
い
る
。「
惣
無
事
」
自
体
の
認
識
が
「
法
令
」
か
ら
「
政
策
」
へ
と
転
換
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。「
惣
無
事
」

が
「
法
令
」
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
担
い
手
は
従
来
通
り
秀
吉
と
な
る
。
し
か
し
、
統
一
・
同
盟
政
策
と
し
て
の
「
政
策
」

で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、そ
の
担
い
手
は
秀
吉
の
み
で
な
く
「
惣
無
事
」
に
賛
同
し
、参
画
し
た
勢
力
を
も
包
括
す
る
よ
う
に
な
っ

て
く
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
担
い
手
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

本
稿
は
こ
う
し
た
議
論
を
継
承
し
つ
つ
、
佐
野
昌
綱
の
弟
・
天
徳
寺
宝
衍
お
よ
び
そ
の
配
下
の
山
上
道
牛
を
題
材
に
、「
惣
無
事
」

政
策
と
軍
事
同
盟
と
の
関
係
性
を
呈
す
る
も
の
で
あ
る
。
佐
野
氏
は
関
東
「
惣
無
事
」
の
推
進
に
積
極
的
に
参
画
し
て
き
た
。
藤

木
氏
の
指
摘
す
る
天
正
十
四
年
の
「
惣
無
事
令
」
を
関
東
の
諸
勢
力
に
配
布
し
た
の
が
宝
衍
と
道
牛
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
信
長
の

「
惣
無
事
」
で
は
関
東
「
御
取
次
」・
滝
川
一
益
と
関
東
の
国
衆
と
の
連
携
に
当
た
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

佐
野
氏
の
一
門
で
あ
る
宝
衍
は
北
条
氏
が
信
長
の
「
惣
無
事
」
の
破
壊
に
乗
り
出
し
た
結
果
、
北
条
氏
に
よ
っ
て
佐
野
領
に
対

す
る
支
配
権
を
奪
わ
れ
、
こ
れ
を
秀
吉
に
訴
え
る
た
め
に
上
洛
し
た
（
8
）。
宝
衍
は
佐
野
領
で
の
支
配
権
回
復
を
目
指
し
、
秀
吉

の
側
近
と
し
て
東
国
交
渉
に
当
た
っ
て
い
る
。
ま
た
、
宝
衍
と
同
時
期
に
上
洛
し
た
宝
衍
配
下
の
山
上
道
牛
も
、
関
東
各
地
へ
秀

吉
の
「
惣
無
事
」
を
伝
達
し
て
い
る
。
関
東
の
武
士
た
ち
の
中
で
、
こ
う
し
た
動
向
を
示
し
て
い
た
の
は
管
見
の
限
り
佐
野
氏
の

み
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、「
惣
無
事
」
の
担
い
手
で
あ
る
宝
衍
に
着
目
し
、
秀
吉
と
反
北
条
勢
力
と
の
提
携
と
「
惣
無
事
」
の
展
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開
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

天
徳
寺
宝
衍
に
つ
い
て
は
、
粟
野
俊
之
氏
（
9
）・
松
本
一
夫
氏
（
10
）
ら
の
先
行
研
究
か
ら
、
そ
の
動
向
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き

た
。
松
本
氏
は
『
言
継
卿
記
』
の
天
文
十
七
年
五
月
二
四
日
条
に
あ
る
、
宝
衍
が
飛
鳥
井
雅
綱
・
山
科
言
継
ら
と
蹴
鞠
を
行
っ
て

い
る
記
述
を
紹
介
さ
れ
、
宝
衍
が
も
と
も
と
京
都
周
辺
で
人
脈
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
一
方
、
粟
野
氏

は
宝
衍
の
動
向
か
ら
、
織
田
政
権
の
「
東
国
御
仕
置
」
に
際
し
て
、
宝
衍
が
関
東
「
御
取
次
」
で
あ
っ
た
滝
川
一
益
の
配
下
と
し

て
活
躍
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
本
能
寺
の
変
に
伴
う
混
乱
で
、
一
益
が
上
野
を
追
放
さ
れ
る
に
際
し
、
宝
衍

は
佐
野
領
に
戻
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
齋
藤
慎
一
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
北
条
氏
が
一
益
を
排
除
す
る
な
ど
、
信
長
の

「
惣
無
事
」
の
破
壊
に
乗
り
出
し
た
た
め
、
佐
野
氏
は
佐
竹
氏
と
連
携
し
、
北
条
と
の
対
立
を
深
め
て
い
く
（
11
）。
こ
う
し
た
動

き
が
支
配
力
の
拡
大
を
目
論
む
秀
吉
の
目
に
留
ま
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
が
関
東
の
反
北
条
勢
力
を
味
方
に
引
き
込
も
う
と
す
る
秀

吉
と
、
北
条
氏
の
圧
迫
を
受
け
て
い
た
反
北
条
勢
力
と
の
利
害
の
一
致
を
生
む
こ
と
と
な
っ
た
。「
惣
無
事
」
が
政
策
と
し
て
機

能
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
提
携
関
係
の
成
立
が
必
須
の
条
件
で
あ
っ
た
。
信
長
・
一
益
の
「
惣
無
事
」
に
参
画
し
て
い
た
佐
野
氏

は
北
条
氏
の
圧
力
を
特
に
強
く
受
け
、
所
領
支
配
権
を
北
条
氏
に
奪
わ
れ
る
状
態
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
既
に
松
本
一
夫

氏
も
部
分
的
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
天
正
十
三
年
夏
に
佐
野
家
当
主
・
佐
野
宗
綱
の
叔
父
で
あ
る
宝
衍
が
上
洛
し
、
秀
吉
に
窮

状
を
訴
え
、
そ
の
側
近
で
あ
る
石
田
三
成
に
登
用
さ
れ
る
に
至
る
。
一
方
、
同
じ
こ
ろ
秀
吉
は
家
康
と
対
立
を
深
め
て
い
た
。
そ

れ
ゆ
え
、
秀
吉
は
、
家
康
と
結
ぶ
北
条
氏
に
圧
迫
さ
れ
て
い
た
佐
野
氏
を
は
じ
め
と
す
る
反
北
条
勢
力
と
の
提
携
を
志
向
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
く
。
こ
こ
で
、「
惣
無
事
」
が
秀
吉
と
反
北
条
勢
力
と
の
同
盟
の
要
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
、
沼
尻
合
戦
で
佐
野
が
北
条
氏
に
屈
し
た
後
、
宝
衍
が
上
洛
し
て
秀
吉
の
政
策
に
参
画
し
て
い

く
過
程
を
検
討
す
る
。
ま
ず
第
一
章
で
は
豊
臣
政
権
の
東
国
「
惣
無
事
」
政
策
の
前
提
と
な
っ
た
織
田
政
権
の
「
東
国
御
仕
置
」
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と
宝
衍
の
動
向
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
次
に
第
二
章
で
は
織
田
政
権
崩
壊
後
、
小
牧
長
久
手
・
沼
尻
合
戦
を
経
て
、
関
東
諸
勢
力

と
秀
吉
と
の
軍
事
連
携
が
強
化
さ
れ
て
い
く
過
程
で
、宝
衍
と
佐
野
氏
が
秀
吉
に
接
近
し
て
い
く
様
子
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、

秀
吉
が
関
東
「
惣
無
事
令
」
を
表
明
し
た
天
正
十
四
年
ご
ろ
、
宝
衍
が
秀
吉
の
「
惣
無
事
」
政
策
の
伝
達
を
行
い
、
反
北
条
勢
力

と
秀
吉
を
結
び
付
け
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
。
秀
吉
と
反
北
条
勢
力
と
の
提
携
が
、
家
康
と
北
条
と
の
同
盟
関
係
に

対
抗
す
る
形
で
形
成
・
発
展
し
、「
惣
無
事
」
政
策
が
こ
の
同
盟
政
策
の
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
そ
し
て
、
宝
衍
が
秀
吉
と

反
北
条
勢
力
と
の
仲
介
・
調
整
役
と
し
て
、「
惣
無
事
」
政
策
の
展
開
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
る
。

以
上
が
本
書
の
概
要
お
よ
び
課
題
で
あ
る
。
な
お
、
対
象
と
す
る
期
間
は
紙
数
の
関
係
か
ら
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
前
後
か
ら

天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
ご
ろ
ま
で
と
す
る
。

第
一
章 

織
田
政
権
の
「
東
国
御
仕
置
」
と
宝
衍
の
交
渉

は
じ
め
に

織
田
政
権
で
の
宝
衍
の
動
向
に
つ
い
て
、
粟
野
俊
之
氏
（
12
）
は
天
徳
寺
宝
衍
が
関
東
「
御
取
次
」・
滝
川
一
益
の
配
下
と
し
て

活
動
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
そ
し
て
粟
野
氏
は
、
神
流
川
の
合
戦
に
て
一
益
が
北
条
氏
に
敗
れ
る
と
、
宝
衍
が
佐
野
領

に
戻
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
粟
野
氏
は
そ
の
後
、
同
じ
く
佐
野
氏
家
臣
の
山
上
道
牛
が
佐
竹
氏
と
秀
吉
と
の

間
で
交
渉
を
行
っ
て
い
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

黒
田
基
樹
氏
（
13
）
は
粟
野
氏
の
議
論
を
受
け
、
同
時
期
の
信
長
の
東
国
交
渉
に
お
い
て
大
円
坊
と
宝
衍
が
同
様
の
活
動
を
示

し
て
お
り
、
ま
た
信
長
政
権
期
に
お
い
て
北
条
勢
力
が
積
極
的
に
信
長
へ
の
接
近
を
図
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
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か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
、
本
能
寺
の
変
で
信
長
が
没
す
る
と
、
北
条
氏
は
一
益
を
放
逐
し
、
信
長
が
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
た
「
惣

無
事
」
を
め
ぐ
っ
て
、
織
田
勢
力
と
対
極
的
な
立
場
に
立
つ
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
議
論
を
受
け
つ
つ
、
一
章
で
は
豊
臣
政
権
成
立
以
前
、
宝
衍
が
織
豊
政
権
の
「
惣
無
事
」
に
参
画
し
て
い
る
具
体
的

な
様
相
を
検
討
し
、
北
条
氏
と
反
北
条
勢
力
と
い
う
東
国
で
の
対
立
構
造
と
、
上
方
内
部
で
の
対
立
と
が
結
び
付
き
、
家
康
と
北

条
氏
、
秀
吉
と
反
北
条
勢
力
と
い
う
連
携
が
成
立
す
る
前
提
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

第
一
節
　
天
徳
寺
宝
衍
の
人
物
像
と
天
正
十
年
始
め
ま
で
の
佐
野
氏
の
動
向

天
徳
寺
宝
衍
は
下
野
佐
野
氏
出
身
の
地
方
豪
族
で
あ
る
。
佐
野
は
下
野
と
上
野
の
境
目
で
あ
り
、
北
条
氏
と
反
北
条
勢
力
の
紛

争
の
境
目
と
な
っ
て
い
た
。
天
徳
寺
宝
衍
は
佐
野
豊
綱
の
子
、
昌
綱
の
弟
、
宗
綱
の
叔
父
（
14
）
と
い
う
、
佐
野
本
家
筋
の
当
主

に
近
い
親
族
関
係
に
位
置
し
て
い
た
。
宝
衍
は
若
年
の
う
ち
に
出
家
し
て
い
た
が
、
上
方
の
公
家
と
交
流
を
行
い
（
15
）、
自
身
も

京
都
に
滞
在
し
た
経
緯
を
持
つ
な
ど
、佐
野
家
内
部
で
特
に
上
方
と
の
太
い
パ
イ
プ
を
有
す
る
人
物
で
あ
っ
た
。
松
本
一
夫
氏
は
、

宝
衍
が
天
文
十
五
年
（
一
五
四
六
）
五
月
二
五
日
、
京
都
で
山
科
言
継
ら
と
蹴
鞠
を
行
っ
て
い
る
記
述
を
紹
介
し
て
い
る
（
16
）。

そ
の
後
、
宝
衍
は
天
文
十
九
年
（
一
五
五
〇
）
五
月
に
は
、
庭
田
重
保
（
正
四
位
上　

重
親
の
子　

重
親
は
後
柏
原
天
皇
の
従
兄

弟
）
に
よ
り
竹
門
（
曼
殊
院
宮
覚
恕
カ
）
筆
の
『
詠
歌
大
概
』
を
進
呈
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
て
お
り
、
天
皇
周
辺
の
貴
族
と
も
交

流
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
交
流
の
広
さ
か
ら
か
、
宝
衍
は
兄
・
佐
野
昌
綱
の
当
主
期
に
は
、

佐
野
氏
の
対
外
交
渉
を
担
当
し
て
い
た
。
上
杉
輝
虎
は
佐
野
家
の
動
向
と
し
て
「
天
徳
寺
南

（
北
条
氏
）へ

相
通
候
」（

17
）
と
宝
衍
が
北
条

氏
と
通
交
し
て
い
る
動
向
を
注
視
し
て
い
る
。

天
正
初
め
頃
、
宝
衍
の
兄
・
昌
綱
の
逝
去
と
前
後
し
て
、
武
田
信
玄
・
上
杉
輝
虎
が
相
次
い
で
死
去
し
て
お
り
（
18
）、
北
条
氏
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が
北
関
東
へ
と
勢
力
を
拡
大
さ
せ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
抗
す
る
佐
竹
氏
・
宇
都
宮
氏
ら
反
北
条
勢
力
が
連
携
を
深
め
、
北
関
東
で

は
北
条
氏
対
反
北
条
勢
力
の
対
立
の
構
図
が
生
ま
れ
て
い
た
。

当
該
期
佐
野
氏
は
北
条
・
上
杉
間
で
政
治
的
立
場
を
転
々
と
さ
せ
て
い
た
が
、
天
正
三
年
頃
か
ら
北
条
氏
の
北
侵
が
激
化
す
る

に
つ
れ
、
佐
竹
氏
と
連
携
し
て
北
条
氏
に
対
抗
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
織
田
信
長
は
佐
竹
氏
・
田

村
氏
・
小
山
氏
と
い
っ
た
東
国
の
諸
大
名
に
初
信
（
19
）
を
送
り
、
長
篠
の
戦
い
の
経
過
を
報
告
、
や
が
て
討
ち
漏
ら
し
た
武
田

勝
頼
を
討
伐
す
る
の
で
、
そ
の
際
に
は
合
力
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
翌
年
、
信
長
は
佐
竹
氏
へ
の
官
途
の
執
奏
を
行
っ
て
い

る
が
（
20
）、
同
年
佐
野
宗
綱
も
但
馬
守
に
補
任
さ
れ
て
い
た
（
21
）。
天
正
三
年
段
階
の
信
長
の
音
信
が
佐
野
に
も
届
い
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
宗
綱
は
信
長
に
呼
応
す
る
姿
勢
を
示
し
、
そ
れ
に
よ
り
信
長
が
官
途
執
奏
を
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
天
正
五
年

（
一
五
七
七
）
に
は
、
信
長
は
佐
竹
氏
客
将
太
田
道
誉
・
梶
原
政
景
父
子
や
結
城
氏
家
臣
水
谷
勝
俊
に
対
し
て
関
東
出
兵
を
約
束

し
て
い
た
（
22
）。
こ
れ
は
太
田
父
子
・
結
城
氏
ら
反
北
条
勢
力
が
敵
対
し
て
い
た
北
条
氏
に
対
す
る
出
兵
計
画
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
関
東
出
兵
は
、
そ
の
後
、
北
条
氏
が
織
田
政
権
に
接
近
す
る
こ
と
に
よ
り
中
止
さ
れ
る
が
、
反
北
条
勢
力
が
北
条
氏

と
敵
対
す
る
た
め
、
信
長
へ
の
接
近
を
図
っ
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
信
長
も
甲
相
同
盟
に
対
抗
す
る
た
め
、
反
北
条
勢
力

と
の
提
携
を
図
っ
て
お
り
、
こ
の
関
係
性
は
滝
川
一
益
の
「
東
国
御
仕
置
」
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

天
正
七
年
（
一
五
八
九
）、
御
館
の
乱
を
契
機
と
し
て
武
田
勝
頼
と
決
別
し
た
北
条
氏
は
、
織
田
政
権
へ
の
接
近
を
志
向
し
始

め
た
。
北
条
氏
政
は
天
正
七
年
九
月
十
一
日
に
弟
を
通
じ
て
信
長
に
鷹
を
送
っ
て
音
信
を
は
じ
め
、
同
年
十
月
に
は
織
田
政
権
の

下
で
東
国
交
渉
を
行
っ
て
い
た
徳
川
家
康
と
、
合
同
で
武
田
氏
を
攻
め
て
い
る
（
23
）。
そ
の
後
、
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
に
は

氏
政
が
信
長
に
従
属
す
る
様
子
を
見
せ
て
い
る
（
24
）。
同
年
閏
三
月
の
石
山
本
願
寺
の
降
伏
や
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
二
月
の

馬
揃
え
を
経
て
、
織
田
陣
営
内
部
で
は
着
々
と
武
田
攻
め
の
準
備
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
間
、
東
国
の
北
条
氏
・
反
北
条
勢
力
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の
双
方
が
信
長
と
の
提
携
を
望
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
天
正
十
年
武
田
滅
亡
後
、
信
長
が
実
施
し
た
「
惣
無
事
」
秩

序
を
作
り
出
す
「
東
国
御
仕
置
」
は
北
条
・
反
北
条
勢
力
双
方
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
北
条
氏
と
反
北
条
勢
力
と

の
対
立
は
解
け
て
お
ら
ず
、
織
田
・
北
条
・
反
北
条
勢
力
ら
の
不
安
定
な
妥
協
は
、
同
年
信
長
が
没
す
る
こ
と
で
崩
壊
を
迎
え
る

こ
と
に
な
っ
た
。

第
二
節
　
信
長
・
一
益
の
「
東
国
御
仕
置
」
取
次
と
し
て
の
宝
衍
の
交
渉

長
篠
合
戦
後
、
信
長
が
再
び
武
田
攻
め
を
開
始
し
た
の
は
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
二
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
25
）。
そ
の
後
、

一
か
月
程
で
織
田
軍
の
勝
利
で
決
着
が
つ
き
、
三
月
十
一
日
に
は
武
田
勝
頼
が
自
刃
し
、
織
田
方
に
よ
る
首
検
分
が
終
わ
っ
て
い

る
（
26
）。
同
年
三
月
二
三
日
に
は
滝
川
一
益
が
関
東
「
御
取
次
」
に
任
命
さ
れ
た
（
27
）。
一
益
が
箕
輪
に
入
っ
た
こ
と
が
確
認
さ

れ
る
の
は
四
月
八
日
時
点
で
あ
る
（
28
）。
宝
衍
は
、
こ
れ
以
前
か
ら
東
国
諸
勢
力
と
信
長
方
と
の
取
次
を
行
っ
て
い
た
。
具
体
的

に
は
三
月
十
九
日
付
け
で
、
伊
達
輝
宗
の
交
渉
を
担
当
し
て
い
た
遠
藤
基
信
に
書
状
を
送
っ
て
い
る
（
29
）。
織
田
信
忠
が
馬
と
鷹

を
求
め
て
奥
州
に
使
者
を
送
っ
た
の
で
、
馳
走
を
す
る
よ
う
に
求
め
、
ま
た
「
逸
物
」
が
手
に
入
る
よ
う
に
取
り
成
し
を
求
め
て

い
る
。
宝
衍
の
織
田
方
で
の
活
動
所
見
は
こ
の
文
書
が
初
見
で
あ
る
が
、
書
き
出
し
に
「
先
書
如
申
候
」
と
あ
る
た
め
、
こ
の
書

状
以
前
に
も
伊
達
氏
と
織
田
政
権
と
の
交
渉
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
当
該
期
は
、
武
田
攻
め
以
降
、
東
国
各

地
の
国
衆
や
大
名
が
織
田
政
権
に
従
属
し
て
い
く
時
期
で
あ
っ
た
（
30
）。
そ
の
初
見
は
、
三
月
二
八
日
周
玄
の
書
状
で
、
信
長
か

ら
北
条
氏
の
一
門
で
あ
っ
た
成
田
氏
長
へ
朱
印
状
が
下
さ
れ
て
い
る
（
31
）。
こ
う
し
て
み
る
と
、
宝
衍
の
織
田
方
で
の
活
動
は
東

国
諸
勢
力
の
中
で
も
比
較
的
早
い
時
期
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
宝
衍
の
上
方
で
の
人
脈
の
広
さ
に
由
来

す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
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そ
の
後
宝
衍
は
、
大
円
坊
と
共
に
四
月
六
日
付
信
長
印
判
状
を
佐
竹
氏
の
客
将
太
田
道
誉
・
梶
原
政
景
父
子
の
下
へ
運
ん
で
い

る
（
32
）。
こ
の
書
状
に
対
す
る
返
状
は
大
円
坊
が
一
益
の
元
へ
持
参
し
た
。
五
月
二
四
日
付
で
一
益
が
さ
ら
に
政
景
に
書
状
を
送

り
、
信
長
の
書
状
か
ら
の
話
題
で
あ
っ
た
太
田
父
子
の
直
参
に
つ
い
て
は
、
一
益
が
待
ち
望
ん
で
い
る
の
で
、
政
景
か
ら
尋
ね
ら

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
嬉
し
く
思
っ
て
い
る
旨
を
伝
え
、
今
は
体
調
が
優
れ
な
い
た
め
、
今
後
指
示
を
出
す
旨
を
述
べ
て
い
る
（
33
）。

そ
の
間
宝
衍
は
、
四
月
十
六
日
付
の
一
益
書
状
を
、
里
見
義
賴
の
居
城
、
佐
貫
城
に
持
参
し
て
い
た
。

【
史
料
一
】「
瀧
川
文
書
」

ａ
被
對
天
徳
寺
両
通
拜
見
仕
候
、
尤
珎
重
満
足
之
至
候
、
今
度
上

（
織
田
信
長
）

様
・
殿

（
織
田
信
忠
）

様
・
三

（
織
田
信
雄
）

介
御
出
馬
、
初
武
田
四（

勝
頼
）郎

其
外
一
族

衆
被
討
捕
候
、
然
間
東
國
爲
警
固
被
仰
付
、
至
箕
輪
在
城
仕
候
、
就
其
御
父
子
様
へ
自
今
以
後
御
入
魂
之
儀
、
蒙
仰
候
、
何

様
共
馳
走
不
可
存
疎
略
候
、

ｂ
猶
委
細
之
段
天
徳
寺
可
有
御
演
説
候
條
、
閣
筆
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　

四
（
天
正
十
年
）

月
一
六
日　
　
　
　
　
　
　

瀧
川
左
近

　
　
　

佐（
里
見
義
頼
）

貫
御
城　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
益
（
花
押
）（

34
）

こ
の
書
状
は
、
天
正
十
年
「
東
国
御
警
固
」
の
た
め
箕
輪
城
に
入
城
し
た
関
東
「
御
取
次
」・
滝
川
一
益
が
里
見
義
頼
に
宛
て

た
文
書
で
あ
る
。
義
頼
が
一
益
ら
織
田
父
子
勢
力
へ
の
「
入
魂
」
を
申
し
入
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
一
益
が
そ
の
斡
旋
に
当
た
る
旨

を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
書
き
出
し
が
、
傍
線
部
の
「
対
天
徳
寺
両
通
拝
見
仕
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
里
見
氏
が
宝
衍
を
取
次

と
し
て
織
田
方
と
の
通
交
を
図
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
里
見
氏
は
北
条
氏
と
佐
竹
氏
ら
反
北
条
勢
力
双
方
と
の
交
流
を
持
っ

て
い
た
（
35
）。
義
頼
が
北
条
氏
を
介
し
て
で
は
な
く
、
宝
衍
を
頼
り
に
信
長
に
接
近
を
図
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
宝
衍
が
織
田
政
権

の
交
渉
網
の
内
部
に
深
く
入
り
込
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
宝
衍
は
傍
線
部
ｂ
か
ら
、
一
益
の
意
向
を
媒
介
し
て
、
里
見

氏
と
の
交
渉
に
当
た
っ
て
い
た
。
織
田
政
権
の
「
東
国
御
仕
置
」
の
末
端
に
位
置
づ
き
、「
惣
無
事
」
秩
序
の
形
成
に
関
与
し
て
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い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

以
上
、
宝
衍
は
信
長
の
「
東
国
御
仕
置
」
に
前
後
し
て
織
田
方
に
見
参
し
、
政
権
の
東
国
交
渉
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
。
そ
こ

で
宝
衍
は
、
東
国
の
、
主
に
反
北
条
勢
力
と
滝
川
一
益
と
の
取
次
を
担
当
し
て
い
る
。
こ
こ
で
信
長
は
北
条
・
反
北
条
、
両
勢
力

と
通
好
を
有
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
経
緯
に
照
ら
す
と
、
北
条
氏
は
こ
の
「
仕
置
き
」
に
不
満
を
抱
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

北
条
氏
が
本
能
寺
の
変
直
後
に
一
益
を
攻
め
、
信
長
の
「
惣
無
事
」
を
崩
壊
さ
せ
た
た
め
で
あ
る
。

第
三
節
　
東
国
織
田
分
国
崩
壊
に
際
す
る
宝
衍
の
動
向

天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
六
月
二
日
、
本
能
寺
の
変
で
信
長
が
殺
害
さ
れ
た
。
北
条
氏
は
天
正
八
年
以
降
、
形
式
と
し
て
は
織

田
政
権
に
恭
順
を
示
し
て
お
り
、
信
長
生
前
、
北
条
氏
政
は
嫡
男
・
氏
直
と
信
長
娘
と
の
婚
姻
を
成
立
さ
せ
、
織
田
政
権
の
矛
先

が
自
ら
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
を
避
け
よ
う
と
し
て
い
た
（
36
）。
し
か
し
、
本
能
寺
の
変
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
北
条
氏
は
織
田
政
権

の
「
東
国
御
仕
置
」
を
破
る
た
め
上
野
へ
出
兵
、
一
益
と
対
陣
し
、
神
流
川
の
合
戦
を
巻
き
起
こ
し
て
い
く
。

そ
の
際
、
宝
衍
は
一
益
方
と
し
て
出
陣
し
て
い
た
。
六
月
二
十
日
付
け
宝
衍
書
状
に
は
佐
竹
氏
宛
に
「
檀（

宗
綱
）那
以
両
使
、
滝

（
滝
川
一
益
）左

へ
申
届
候
處
ニ
、
有
御
出
陣
、
八
州
仕
置
等
、
就
被
仰
合
者
、
可
恐
入
之
由
、
被
申
候
」
と
し
て
、
佐
竹
氏
か
ら
派
遣
さ
れ
た
使

者
と
宗
綱
の
使
者
が
一
益
に
対
し
て
佐
竹
氏
の
意
向
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、「
佐（

義
重
）竹

氏
が
出
陣
し
て
関
東
へ
の
措
置
に
つ
い
て
一
益

と
協
議
し
て
も
ら
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
一
益
と
し
て
は
あ
り
が
た
く
存
じ
る
」
と
い
う
一
益
の
意
思
表
明
が
あ
っ
た
と
い
う
（
37
）。

こ
の
書
状
に
は
、
宝
衍
が
和
田
（
高
崎
市
）
ま
で
出
陣
し
、
北
条
勢
力
と
抗
争
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
他
方
で
、

北
条
安
房
守
（
氏
邦
）
の
家
臣
で
あ
る
、
富
永
清
兵
衛
の
記
し
た
覚
書
に
は
、
淸
兵
衛
が
氏
邦
と
共
に
従
軍
し
功
名
を
二
つ
挙
げ

た
、
敵
の
城
主
は
「
天
徳
寺
」
で
あ
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
（
38
）。
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神
流
川
の
合
戦
で
は
滝
川
軍
は
敗
北
し
、
七
月
に
は
一
益
が
自
身
の
所
領
で
あ
る
伊
勢
へ
と
落
ち
延
び
て
い
っ
た
。
そ
の
後
、

宝
衍
は
少
な
く
と
も
八
月
に
は
佐
野
に
戻
っ
て
い
た
よ
う
で
、
一
益
と
は
行
動
を
共
に
は
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
39
）。
こ
の

よ
う
に
宝
衍
は
織
田
氏
関
東
分
国
の
崩
壊
後
、
具
体
的
な
時
期
は
定
か
で
は
な
い
が
佐
野
に
帰
り
、
以
前
と
同
様
に
、
佐
野
氏
の

対
外
交
渉
役
に
戻
っ
て
い
た
。
宝
衍
の
織
田
方
へ
の
出
仕
は
、「
兼
参
」
的
な
要
素
が
強
く
、
信
長
の
死
に
よ
っ
て
中
断
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

神
流
川
の
合
戦
後
、
宝
衍
は
八
月
十
九
日
付
で
「
西
表
」
の
こ
と
に
つ
い
て
、
今
後
「
珎
儀
」
が
あ
れ
ば
急
ぎ
佐
竹
氏
に
報
告

す
る
と
述
べ
て
い
る
（
40
）。
こ
こ
で
の
「
西
表
」
と
は
、
北
条
・
徳
川
の
対
陣
に
伴
う
上
野
で
の
混
乱
に
関
係
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
当
該
期
家
康
は
、
北
条
氏
と
敵
対
し
て
織
田
政
権
の
東
国
支
配
を
維
持
す
る
方
向
性
を
示
し
て
い
た
（
41
）。
九
月
に
は

家
康
が
宇
都
宮
国
綱
に
北
条
氏
と
和
睦
を
し
な
い
よ
う
書
状
を
送
り
（
42
）、
十
月
に
は
家
康
の
後
詰
と
し
て
佐
竹
義
重
が
上
野
金

山
・
館
林
城
に
進
軍
し
て
い
る
（
43
）。
北
関
東
の
反
北
条
勢
力
が
、
旧
織
田
体
制
を
頼
っ
て
信
長
時
代
か
ら
交
流
が
あ
り
（
44
）、

北
条
氏
と
対
立
し
て
い
た
家
康
を
頼
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
家
康
は
十
月
末
に
は
、亡
き
信
長
の
孫
、三
法
師
（
織

田
秀
信
）
を
頭
首
に
戴
く
「
織
田
政
権
」
の
内
情
に
よ
り
、
北
条
氏
と
の
敵
対
を
中
止
、
和
睦
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
二
八
日
に

は
佐
竹
氏
側
に
与
し
て
い
た
結
城
氏
の
家
臣
・
水
谷
勝
俊
に
「
信
長
如
御
在
世
之
時
之
節
、
惣
無
事
尤
候
」（

45
）
と
、
信
長
の
時

節
と
同
様
に
停
戦
を
求
め
、
上
野
は
北
条
へ
甲
斐
・
信
濃
は
徳
川
へ
と
い
う
国
分
協
定
を
締
結
し
て
い
る
（
46
）。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
こ
で
の
分
割
案
は
「
手
柄
次
第
」
で
あ
っ
た
。
家
康
と
北
条
氏
と
の
和
睦
は
北
条
氏
の
北
進
を
容
認
す
る
内
容
で
あ
っ
た
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
北
条
勢
力
の
上
野
と
下
野
へ
の
侵
攻
が
激
化
し
て
い
き
、
反
北
条
勢
力
は
助
力
を
求
め
て
、
秀

吉
へ
の
接
近
を
図
る
こ
と
と
な
っ
て
い
く
。
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第
四
節
　
神
流
川
合
戦
後
の
東
国
情
勢
と
佐
野
氏
の
動
向

天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
十
月
北
条
・
徳
川
間
の
同
盟
が
締
結
し
、
北
条
氏
の
北
関
東
へ
の
侵
攻
が
激
化
し
て
い
っ
た
。
そ
の

後
天
正
十
年
末
に
は
、
反
北
条
勢
力
と
協
調
関
係
に
あ
っ
た
上
杉
景
勝
が
秀
吉
に
接
近
（
47
）、
翌
年
同
盟
関
係
を
結
ん
で
い
る
（
48
）。

こ
の
秀
吉
と
景
勝
と
の
同
盟
の
主
目
的
は
越
中
・
佐
々
成
政
に
対
抗
す
る
軍
事
同
盟
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
秀
吉
は
こ
こ
で
、

景
勝
が
北
条
氏
に
対
し
て
遺
恨
が
あ
る
な
ら
ば
、
秀
吉
は
北
条
氏
と
は
書
状
を
取
り
交
わ
さ
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
以
降
、

景
勝
の
紹
介
で
、
佐
竹
氏
ら
反
北
条
勢
力
も
秀
吉
へ
と
接
近
を
図
っ
て
い
っ
た
。
天
正
十
一
年
（
一
五
八
二
）
四
月
一
日
に
は
佐

竹
義
重
が
景
勝
に
対
し
て
「
秀
吉
江
弥
被
申
合
由
肝
要
至
極
候
、
随
而
、
義
重
事
秀
吉
江
無
二
申
通
候
、
於
時
宜
者
可
御
心
安
候
」

と
書
き
送
っ
て
い
る
（
49
）。
ま
た
義
重
は
こ
こ
で
、
下
野
皆
川
で
北
条
氏
直
と
対
陣
し
て
い
る
旨
を
述
べ
、
景
勝
に
越
山
を
要
請

し
て
い
る
。
こ
の
「
対
陣
」
は
沼
尻
合
戦
に
つ
な
が
っ
て
い
く
関
東
に
お
け
る
北
条
、
反
北
条
勢
力
と
の
対
立
の
焦
点
と
な
っ
て

い
っ
た
。
こ
の
時
点
で
の
景
勝
の
越
山
は
叶
わ
な
か
っ
た
が
、
反
北
条
勢
力
と
景
勝
、
そ
し
て
秀
吉
の
連
携
の
初
見
が
北
条
・
徳

川
同
盟
成
立
後
、
間
も
な
く
出
現
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
秀
吉
は
四
月
二
四
日
に
柴
田
勝
家
を
滅
ぼ
し
て

お
り
、
織
田
体
制
の
後
継
者
と
し
て
の
地
位
を
確
か
に
す
る
べ
く
、
全
国
各
地
の
諸
勢
力
に
対
し
て
同
盟
関
係
を
求
め
て
い
た
。

反
北
条
勢
力
の
接
近
は
秀
吉
に
と
っ
て
も
東
国
に
干
渉
す
る
た
め
の
好
機
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
佐
竹
氏
側
か
ら
は
佐
竹
東
義
久
が
六
月
二
十
日
に
秀
吉
へ
返
状
の
形
で
、氏
直
と
義
重
が
対
陣
し
て
い
る
旨
を
報
告
し
、

「
自
今
以
後
者
、
對
貴
國
へ
、
義
重
無
二
可
被
申
談
逼
塞
ニ
候
、
御
同
意
之
所
可
然
令
存
候
」
と
し
て
秀
吉
と
の
連
携
強
化
を
要

請
し
て
い
る
（
50
）。
こ
こ
で
の
使
者
は
宝
衍
と
関
係
の
深
い
、佐
野
家
家
臣
・
山
上
道
牛
が
務
め
て
い
た
。
天
正
十
一
（
一
五
八
三
）

年
佐
竹
・
宇
都
宮
氏
ら
反
北
条
勢
力
は
、
毛
利
北
条
芳
林
の
要
請
を
受
け
出
馬
し
て
以
降
（
51
）、
北
条
氏
と
の
合
戦
が
続
い
て
い

た
（
52
）。
佐
竹
氏
は
そ
れ
に
対
抗
す
る
べ
く
上
杉
景
勝
、
そ
し
て
同
盟
関
係
に
あ
っ
た
秀
吉
へ
と
接
近
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
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う
し
た
交
渉
に
佐
野
氏
家
臣
が
使
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
佐
野
氏
が
北
条
勢
力
の
北
進
に
よ
っ
て
特
に
強
く

圧
迫
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
要
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
佐
野
氏
側
か
ら
秀
吉
を
頼
り
、
領
土
を
保
全
し
よ
う
と
い
う
働
き
か
け

が
あ
っ
た
と
推
察
す
る
。
当
該
期
、
佐
野
氏
は
北
条
氏
の
攻
囲
を
受
け
て
お
り
、
同
年
十
月
十
一
日
に
は
北
条
氏
家
臣
・
酒
井
政

辰
が
「
佐
野
之
儀
ハ
三
千
餘
貫
之
御
禮
銭
毎
年
進
上
可
申
與
御
詫
言
申
候
得
共
、
城
ヲ
罷
下
儀
、
被
任
付
、マ

マに〔
今
に
〕今未
落
着
候
、
然

共
御
詫
言
可
被
成
様
ニ
申
候
」
と
述
べ
て
い
る
（
53
）。
佐
野
氏
は
北
条
と
の
攻
防
で
劣
勢
に
な
り
、
城
を
召
し
上
げ
ら
れ
る
寸
前

に
ま
で
状
況
が
悪
化
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
山
上
道
牛
が
義
久
の
使
者
と
し
て
秀
吉
の
下
に
向
か
っ
た
の
は
そ
の
わ
ず
か
三

か
月
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
黒
田
基
樹
氏
に
よ
り
当
該
期
佐
野
に
隣
接
す
る
由
良
・
長
尾
氏
も
北
条
氏
を
離
反
し
、
佐
野

氏
や
佐
竹
氏
を
頼
っ
て
で
あ
ろ
う
か
、
秀
吉
に
接
近
を
図
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
54
）。
上
杉
・
佐
竹
氏
、
ま
た
北

条
に
敵
対
の
意
思
を
示
す
国
衆
ま
で
も
が
軍
事
連
携
を
目
的
と
し
て
、
秀
吉
へ
の
接
近
を
図
っ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
と

り
わ
け
上
野
に
隣
接
し
、
一
益
の
下
で
活
動
し
て
い
た
宝
衍
を
擁
す
る
佐
野
氏
は
、
北
条
氏
の
攻
撃
対
象
と
し
て
敵
味
方
を
問
わ

ず
注
目
を
集
め
て
い
た
。
そ
こ
で
佐
野
氏
は
、
宝
衍
の
発
案
で
あ
ろ
う
か
、
佐
竹
氏
ら
反
北
条
勢
力
の
人
脈
を
利
用
し
て
、
秀
吉

に
後
ろ
盾
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
秀
吉
が
東
国
諸
勢
力
と
結
び
つ
き
つ
つ
あ
る
一
方
で
、
家
康
か
ら
も
反
北
条
氏
勢
力
へ
の
働
き
か
け
が
行
わ
れ
て
い

た
。
七
月
二
十
日
に
は
本
多
忠
勝
が
宇
都
宮
氏
に
従
属
し
て
い
る
皆
川
広
照
に
、
関
東
諸
家
へ
の
「
惣
無
事
」
に
つ
い
て
は
家
康

が
対
応
に
当
た
る
旨
を
書
き
送
っ
て
い
る
（
55
）。
家
康
は
信
長
在
世
に
も
関
東
「
惣
無
事
」
の
交
渉
を
行
っ
て
い
た
（
56
）。
織
田

政
権
内
部
で
は
、
東
国
政
策
に
つ
い
て
は
以
前
か
ら
交
友
関
係
が
広
か
っ
た
家
康
に
取
次
を
任
せ
る
方
向
性
で
決
定
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
前
述
し
た
秀
吉
の
東
国
へ
の
関
与
は
、
家
康
と
関
東
諸
勢
力
と
の
結
び
つ
き
に
対
す
る
「
割
り
込
み
」
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。
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七
月
末
を
初
見
と
し
て
秀
吉
か
ら
佐
竹
氏
勢
力
に
宛
て
て
立
花
京
子
氏
（
57
）
が
「
草
木
な
び
き
」
文
書
と
定
義
す
る
書
状
群

が
到
来
し
て
い
た
。
そ
の
第
一
群
は
七
月
二
九
日
に
佐
竹
氏
家
臣
太
田
道
誉
（
58
）・
多
賀
谷
重
経
（
59
）
に
届
け
ら
れ
た
。
こ
の

二
つ
の
書
状
は
返
状
の
形
で
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
秀
吉
は
、「
信
長
公
之
御
時
別
而
被
仰
談
之
旨
淵
底
と
存
知
候
」
と
述
べ
、

今
後
の
通
交
を
約
束
し
て
い
る
。「
草
木
な
び
き
文
書
」
の
第
二
群
は
九
月
四
日
付
で
結
城
晴
朝
に
発
給
さ
れ
た
（
60
）。
結
城
氏

は
以
前
か
ら
秀
吉
と
通
交
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
、
秀
吉
は
「
自
前
々
被
仰
談
儀
候
條
、
向
後
何
ニ
て
も
御
用
之
義
蒙
仰
不
可
存

疎
略
候
」
と
書
き
送
っ
て
い
る
。
家
康
が
「
惣
無
事
」
を
取
り
扱
っ
て
い
る
最
中
に
、
反
北
条
勢
力
に
呼
応
し
た
秀
吉
が
東
国
と

の
連
携
を
強
化
し
て
い
る
と
い
え
る
。
秀
吉
の
「
惣
無
事
」
が
家
康
の
「
惣
無
事
」
に
割
り
込
む
形
で
展
開
し
て
お
り
、こ
れ
が
、

や
が
て
秀
吉
と
家
康
と
の
軍
事
対
立
に
結
び
つ
い
て
い
く
様
相
が
想
定
さ
れ
よ
う
。

こ
れ
に
続
き
十
月
二
五
日
に
は
、
秀
吉
が
、
家
康
の
「
惣
無
事
」
に
対
し
て
圧
力
を
か
け
始
め
た
。
秀
吉
は
家
康
に
書
状
を
送

り
、「
家
康
か
ら
関
東
の
無
事
を
取
り
扱
う
旨
を
伝
え
て
き
た
が
、
そ
れ
が
延
引
し
て
い
る
の
は
如
何
な
る
理
由
で
あ
る
の
か
」

問
い
た
だ
し
、「
関
東
の
諸
勢
力
は
信
長
の
在
世
で
は
何
も
織
田
方
に
対
し
て
疎
略
に
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
早
速
無
事

を
図
る
よ
う
に
」
と
家
康
に
「
惣
無
事
」
の
実
現
を
促
し
て
い
る
。
ま
た
同
時
に
、
延
引
の
際
に
は
秀
吉
に
相
談
し
、
軍
事
行
動

を
起
こ
す
よ
う
に
要
請
し
て
い
る
（
61
）。

秀
吉
は
、
関
東
の
反
北
条
勢
力
で
あ
る
、
と
あ
る
国
衆
に
対
し
て
「
御
国
之
儀
、
悉
承
届
候
、
家
康
我
等
別
而
無
等
閑
候
之
條
、

其
表
無
事
之
儀
モ
可
爲
秀
吉
次
第
候
、
相
州
之
儀
者
不
及
事
候
、
何
モ
不
日
慥
之
御
使
者
可
被
差
上
之
由
候
、
旁
其
節
可
申
承

候
」（

62
）
と
し
て
、
そ
の
関
東
国
衆
の
領
土
に
つ
い
て
は
、
家
康
と
秀
吉
が
懇
意
に
し
て
い
る
の
で
、
秀
吉
次
第
で
あ
る
と
述
べ

て
い
た
。
し
か
し
、
政
権
内
部
の
合
議
に
お
い
て
、
北
条
氏
に
つ
い
て
は
議
論
の
主
題
と
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
国
衆
（
反

北
条
氏
勢
力
側
カ
）
か
ら
秀
吉
へ
、
重
ね
て
使
者
を
立
て
る
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
家
康
の
行
っ
て
い
る
「
惣
無
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事
」
に
対
し
て
秀
吉
が
干
渉
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
信
長
の
時
代
を
根
拠
と
し
つ
つ
、
家
康
が
東
国
交
渉
を
専
任
さ
れ
て
い
る

体
制
を
打
破
す
る
意
図
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
干
渉
の
根
拠
と
な
っ
た
の
が
、
佐
竹
氏
ら
反
北
条
勢
力

の
要
請
で
あ
っ
た
。
秀
吉
は
あ
く
ま
で
、
反
北
条
勢
力
と
の
提
携
に
基
づ
き
、
そ
の
要
請
を
受
け
て
東
国
へ
の
干
渉
を
開
始
し
た

の
で
あ
る
。
秀
吉
と
反
北
条
勢
力
、
両
者
の
接
点
は
「
惣
無
事
」
政
策
で
あ
っ
た
。
一
方
、
信
長
の
「
惣
無
事
」
を
打
破
し
よ
う

と
し
て
い
た
北
条
氏
へ
は
、
家
康
か
ら
「
惣
無
事
」
を
要
請
す
る
書
状
が
送
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
63
）。
秀
吉
と
家
康
と
の
関

係
は
、
秀
吉
の
「
惣
無
事
」
に
敵
対
す
る
北
条
と
家
康
と
が
同
盟
関
係
に
あ
る
こ
と
を
軸
と
し
て
対
立
へ
と
展
開
し
て
い
く
こ
と

と
な
る
。小

括

天
正
十
年
武
田
氏
を
滅
ぼ
し
た
織
田
政
権
は
上
野
に
関
東
「
御
取
次
」
と
し
て
滝
川
一
益
を
配
置
す
る
。
宝
衍
は
こ
う
し
た
動

向
を
い
ち
早
く
察
知
し
、
三
月
に
は
一
益
の
下
で
東
国
交
渉
に
関
与
し
て
い
た
。
宝
衍
は
織
田
政
権
内
部
に
お
い
て
主
に
反
北
条

勢
力
と
の
交
渉
を
担
当
し
て
い
た
。
北
条
氏
の
圧
迫
と
い
う
問
題
は
佐
野
宗
綱
の
後
継
者
を
誰
に
す
る
の
か
、
具
体
的
に
は
北
条

氏
政
の
子
、
氏
忠
に
後
継
さ
せ
る
と
い
う
問
題
と
も
関
係
し
て
い
る
。
粟
野
氏
は
「
関
東
惣
無
事
令
」
に
つ
い
て
佐
竹
ら
関
東
の

反
北
条
勢
力
が
氏
忠
の
入
嗣
を
認
め
、
秀
吉
が
こ
れ
を
追
認
し
た
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
、
黒
田
氏
は
、
佐
野
氏
が
佐
竹

与
党
に
留
ま
る
こ
と
は
佐
竹
氏
自
身
が
望
ん
だ
こ
と
で
あ
り
、
秀
吉
が
こ
れ
を
追
認
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う

に
、
宝
衍
は
宗
綱
の
存
命
中
に
、
宗
綱
の
佐
野
領
に
対
す
る
知
行
の
回
復
を
秀
吉
に
訴
え
よ
う
と
す
る
意
図
で
上
洛
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
史
料
で
は
、
宝
衍
の
意
向
を
汲
ん
だ
秀
吉
の
佐
野
領
に
対
す
る
裁
定
方
針
に
つ
い
て
、
佐
竹
氏
が
そ
れ

を
尊
重
す
る
と
い
う
回
答
を
返
し
て
き
た
こ
と
に
秀
吉
が
「
是
」
と
応
え
て
い
る
の
だ
と
推
定
す
る
。
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以
降
、
天
正
十
一
年
末
か
ら
天
正
十
二
年
に
か
け
て
関
東
に
お
け
る
北
条
氏
と
反
北
条
勢
力
と
の
対
立
の
焦
点
と
な
る
沼
尻
の

合
戦
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
沼
尻
合
戦
か
ら
の
秀
吉
の
関
東
「
惣
無
事
」
に
至
る
ま
で
の
北
条
・
徳
川
同
盟
と
、

こ
れ
に
敵
対
す
る
佐
竹
氏
ら
反
北
条
勢
力
と
の
攻
防
に
つ
い
て
は
次
章
以
降
で
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

第
二
章 
秀
吉
の
「
惣
無
事
」
と
上
杉
・
佐
竹
に
対
す
る
同
盟
政
策

は
じ
め
に

沼
尻
合
戦
と
は
天
正
十
一
年
十
月
〜
天
正
十
二
年
七
月
に
か
け
て
、
栃
木
市
南
部
、
沼
尻
付
近
で
、
北
条
氏
と
反
北
条
連
合
軍

が
全
面
対
決
し
た
戦
い
の
こ
と
で
あ
る
。
由
良
・
長
尾
氏
が
北
条
氏
か
ら
反
北
条
勢
力
へ
寝
返
り
、
そ
れ
に
対
す
る
対
応
で
出
兵

し
た
北
条
氏
と
、
北
条
氏
に
対
抗
す
る
反
北
条
勢
力
が
全
面
対
決
に
至
っ
た
。
戦
い
は
北
条
氏
優
勢
で
決
着
が
つ
い
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。

以
下
、
沼
尻
合
戦
後
の
状
況
に
関
し
て
、
主
に
三
つ
の
論
点
に
つ
い
て
先
行
研
究
を
紹
介
し
、
本
稿
の
立
場
を
述
べ
て
い
く
。

第
一
に
、
沼
尻
合
戦
後
の
佐
野
領
支
配
の
実
情
、
第
二
に
、
宝
衍
上
洛
の
時
期
と
意
図
、
第
三
に
、
上
洛
後
に
宝
衍
が
「
惣
無
事
」

に
関
与
し
始
め
る
時
期
の
様
相
で
あ
る
。

順
番
が
前
後
す
る
が
ま
ず
宝
衍
の
上
洛
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
。
宝
衍
の
上
洛
の
解
釈
は
、
北
条
氏
の
圧
迫
に
原
因
を
求
め
る

点
で
諸
説
一
致
し
て
い
る
が
、
上
洛
を
決
意
し
た
要
因
や
時
期
に
つ
い
て
は
見
解
が
わ
か
れ
て
い
る
。

宝
衍
の
上
洛
の
時
期
に
つ
い
て
、
粟
野
俊
之
氏
は
、
宗
綱
の
死
を
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
正
月
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
宝
衍
の
上
洛
を
宗
綱
没
後
、
佐
野
家
内
部
で
北
条
勢
力
が
優
勢
に
な
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
64
）。
し
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か
し
宗
綱
の
没
年
に
つ
い
て
は
天
正
十
四
年
と
い
う
指
摘
が
あ
り
、
宝
衍
上
洛
の
契
機
を
宗
綱
の
死
没
に
は
求
め
ら
れ
な
く
な
っ

て
い
る
。
松
本
一
夫
氏
（
65
）
は
宝
衍
の
上
洛
を
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
の
夏
に
比
定
で
き
る
と
し
て
、
宝
衍
が
宗
綱
死
没

以
前
に
佐
野
を
離
れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
、
宝
衍
上
洛
の
時
期
に
は
宗
綱
が
存
命
で
、
上
洛
し
た
宝
衍

が
宗
綱
と
連
絡
を
と
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
宝
衍
は
宗
綱
と
の
協
力
関
係
の
下
で
上
洛
し
た
と
考
え
て
い
る
。
宗

綱
が
北
条
氏
に
佐
野
領
支
配
を
奪
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
宝
衍
が
秀
吉
に
訴
え
よ
う
と
し
た
主
題
は
宗
綱
の
後
継
者
問
題
で
は

な
く
、
北
条
氏
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
て
い
た
佐
野
領
の
支
配
を
宗
綱
が
回
復
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
る
が
、
詳
し
く
は
後
述
す

る
。次

に
こ
う
し
た
宝
衍
の
上
洛
の
背
景
た
り
う
る
沼
尻
合
戦
後
の
佐
野
領
支
配
と
宝
衍
の
関
係
性
に
つ
い
て
考
え
る
。
粟
野
俊
之

氏
は
沼
尻
合
戦
に
際
し
て
前
述
し
た
天
正
十
一
年
道
牛
が
佐
竹
氏
と
秀
吉
と
の
間
の
交
渉
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
宝
衍
は
、

北
関
東
の
諸
大
名
と
秀
吉
を
積
極
的
に
結
び
付
け
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
齋
藤
慎
一
氏
は
、
沼
尻
合

戦
と
全
国
情
勢
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
小
牧
長
久
手
の
合
戦
に
際
し
、
同
盟
関
係
に
あ
っ
た
家
康
の
応
援
に
向
か
お
う
と
す
る
北

条
氏
と
、
秀
吉
と
結
ん
だ
反
北
条
勢
力
と
い
う
対
抗
関
係
を
示
し
、
沼
尻
合
戦
と
小
牧
長
久
手
の
戦
い
と
の
連
携
構
造
を
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
る
（
66
）。
そ
し
て
齋
藤
氏
は
、
天
正
十
年
十
月
段
階
で
宗
綱
が
由
良
・
長
尾
氏
の
説
得
に
当
た
っ
て
い
る
旨
を
報
じ

た
上
で
、
宝
衍
が
、
佐
竹
氏
に
説
得
へ
の
参
加
を
求
め
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
竹
井
英
文
氏
（
67
）・
黒

田
基
樹
氏
（
68
）
ら
多
く
の
先
学
が
こ
の
合
戦
に
際
し
て
秀
吉
・
上
杉
景
勝
・
佐
竹
義
重
ら
反
北
条
勢
力
の
三
者
が
連
携
し
て
い

た
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
連
携
内
部
で
の
佐
野
氏
の
位
置
付
け
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
で
は
こ
う
し
た

議
論
を
継
承
し
つ
つ
、
秀
吉
と
連
携
勢
力
（
反
北
条
勢
力
）、
そ
し
て
そ
の
一
端
に
位
置
す
る
佐
野
氏
が
強
く
結
び
つ
き
、
佐
野

氏
が
秀
吉
へ
と
期
待
を
か
け
て
い
く
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
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宝
衍
と
秀
吉
の
「
惣
無
事
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
粟
野
俊
之
氏
（
69
）
が
、
宝
衍
が
秀
吉
の
家
臣
と
な
っ
て
い
た
こ
と
、

山
上
道
牛
が
「
京
都
御
使
節
」
と
し
て
南
奧
蘆
名
氏
と
も
交
渉
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。「
佐
野
事
」
か

ら
は
じ
ま
る
関
東
「
惣
無
事
令
」
に
つ
い
て
は
「
佐
野
氏
の
家
督
を
北
条
氏
忠
が
継
承
す
る
こ
と
に
対
し
、
北
関
東
の
諸
大
名
が

承
認
し
、
こ
れ
を
秀
吉
自
身
が
追
認
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
」
と
い
う
解
釈
を
示
し
、「
関
東
に
対
す
る
豊
臣
政
権
の
政
策
を

徳
川
家
康
が
中
心
と
し
て
お
こ
な
う
こ
と
を
報
じ
た
も
の
」
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
黒
田
基
樹
氏
（
70
）
は
宝
衍

と
道
牛
が
秀
吉
の
庇
護
の
下
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
関
東
「
惣
無
事
」
史
料
に
含
ま
れ
る
「
佐
野
事
」
と
い
う
文
言
に
つ
い

て
は
、「
こ
の
年
（
天
正
十
四
年
）
の
正
月
一
日
に
佐
野
宗
綱
が
北
条
方
の
長
尾
顕
長
と
の
合
戦
で
戦
死
し
て
し
ま
い
、
後
継
が

い
な
か
っ
た
た
め
当
主
不
在
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
」
を
指
す
と
し
て
、「
佐
竹
方
と
し
て
の
立
場
を
維
持
し
て
い
る
と
の
内

容
が
佐
竹
方
か
ら
連
絡
さ
れ
、
秀
吉
も
そ
の
こ
と
を
了
解
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
「
佐

野
事
」
に
つ
い
て
、
宗
綱
存
命
中
に
秀
吉
の
配
下
と
な
っ
て
い
た
宝
衍
が
秀
吉
を
説
得
し
た
こ
と
に
よ
り
、
秀
吉
が
佐
野
氏
有
利

の
裁
定
を
下
し
た
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
に
関
係
し
て
い
る
と
考
え
る
が
詳
細
は
後
述
す
る
。

以
下
こ
う
し
た
論
点
を
踏
ま
え
、
こ
の
時
期
の
宝
衍
の
動
向
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
く
。
具
体
的
に
は
、
秀
吉
が
関
東
に
い
た

佐
野
宗
綱
・
天
徳
寺
宝
衍
ら
に
北
条
氏
の
圧
迫
を
抑
え
る
「
惣
無
事
」
政
策
を
提
示
し
、
こ
れ
に
応
え
た
宝
衍
が
佐
野
領
支
配
を

北
条
か
ら
宗
綱
に
取
り
返
す
交
渉
を
行
う
た
め
に
上
洛
、
引
き
続
い
て
秀
吉
の
「
惣
無
事
」
政
策
の
取
り
次
ぎ
役
に
な
っ
て
い
っ

た
、
と
い
う
順
序
で
述
べ
て
い
く
。
こ
の
順
序
か
ら
見
て
も
、
天
正
十
四
年
に
秀
吉
が
佐
竹
氏
ら
に
「
佐
野
事
」
を
示
し
た
際
の

内
容
は
、
佐
竹
氏
を
頼
っ
た
佐
野
勢
力
が
、
秀
吉
の
裁
定
で
自
身
の
領
土
領
支
配
を
回
復
す
る
と
い
う
原
則
に
つ
い
て
、
佐
竹
氏

ら
が
同
意
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
そ
し
て
、宝
衍
が
施
行
に
関
与
し
た
「
惣
無
事
」
の
担
い
手
（
取

次
）
に
つ
い
て
、
交
渉
役
と
武
力
制
裁
準
備
、
二
筋
の
ル
ー
ト
が
存
在
し
て
お
り
、
宝
衍
が
後
者
に
位
置
づ
い
て
い
た
こ
と
を
示
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す
。

第
一
節
　
下
野
沼
尻
合
戦
と
佐
竹
氏

天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
末
か
ら
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
に
か
け
て
、
北
関
東
で
は
沼
尻
合
戦
が
勃
発
し
た
。
天
正
十

年
、天
正
壬
午
の
乱
以
降
、激
し
く
対
立
し
て
い
た
北
条
と
反
北
条
勢
力
が
下
野
の
沼
尻
周
辺
（
現 

栃
木
市
）
で
直
接
対
決
に
至
っ

た
。「
惣
無
事
」
政
策
が
実
現
さ
れ
る
う
え
で
、
意
思
伝
達
の
要
で
あ
っ
た
宝
衍
を
検
討
す
る
意
義
は
大
き
い
。
宝
衍
が
支
え
た

秀
吉
と
反
北
条
勢
力
の
対
話
の
中
で
、
家
康
や
北
条
氏
に
対
抗
す
る
形
で
「
惣
無
事
」
政
策
が
展
開
さ
れ
て
い
く
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
具
体
的
に
北
条
・
徳
川
と
、
そ
れ
に
対
す
る
秀
吉
・
反
北
条
勢
力
と
い
う
対
立
構
造
が
浮
き
彫
り
に
な
り
、
連
携
が
深
ま
っ

て
い
く
の
が
、
沼
尻
合
戦
と
、
小
牧
長
久
手
の
戦
い
の
周
辺
時
期
で
あ
っ
た
。

沼
尻
合
戦
の
具
体
的
な
様
相
は
、
齋
藤
氏
（
71
）
や
黒
田
基
樹
氏
（
72
）
ら
先
学
が
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
合
戦
の
初
期
段

階
で
は
、
佐
野
氏
と
元
北
条
勢
力
で
あ
っ
た
由
良
・
長
尾
氏
が
北
条
方
に
攻
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
支
援
に
来
た
佐
竹
・
宇
都

宮
ら
反
北
条
勢
力
を
も
巻
き
込
み
、
四
月
に
佐
野
氏
と
北
条
勢
力
の
境
目
で
あ
っ
た
沼
尻
で
、
両
勢
力
が
対
陣
に
至
っ
て
い
る
。

そ
の
後
七
月
に
停
戦
が
結
ば
れ
る
ま
で
、
北
条
と
反
北
条
勢
力
が
佐
野
領
近
辺
を
境
目
と
し
て
対
陣
に
及
ん
で
い
た
。
そ
し
て
、

こ
の
合
戦
は
小
牧
長
久
手
の
合
戦
と
並
行
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
北
条
氏
が
家
康
を
支
援
し
て
、
小
牧
長
久
手
に
か
け
つ
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
よ
う
、
秀
吉
と
反
北
条
勢
力
が
連
携
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

沼
尻
合
戦
中
に
は
、
秀
吉
・
上
杉
景
勝
・
佐
竹
氏
を
は
じ
め
と
す
る
反
北
条
勢
力
、
と
い
う
三
勢
力
の
間
で
、
連
携
が
強
化
さ

れ
て
い
っ
た
。
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
三
月
二
六
日
、
秀
吉
は
佐
竹
氏
に
対
し
て
合
戦
の
様
子
を
報
じ
つ
つ
、「
信
州
木
曽
・

越
後
景
勝
対
此
方
無
二
入
魂
候
間
、
是
又
被
仰
合
、
可
被
及
御
行
事
肝
要
候
」
と
し
て
義
重
に
上
杉
景
勝
や
木
曽
義
昌
と
共
に
、
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北
条
氏
に
対
す
る
共
同
出
兵
を
行
う
よ
う
に
促
し
て
い
る
（
73
）。
六
月
四
日
に
は
秀
吉
は
佐
竹
氏
ら
反
北
条
勢
力
に
「
東
八
州
一

統
之
御
行
」
を
す
る
よ
う
に
求
め
て
い
る
（
74
）。

こ
う
し
た
秀
吉
の
要
請
を
受
け
、
佐
竹
氏
は
南
奥
で
佐
竹
氏
影
響
下
に
あ
っ
た
蘆
名
氏
を
動
員
し
、
天
正
十
二
年
五
月
に
は
義

重
の
下
野
小
山
へ
の
出
兵
に
蘆
名
氏
が
与
力
し
て
い
る
（
75
）。
ま
た
、
景
勝
は
上
野
で
の
北
条
・
反
北
条
間
の
抗
争
に
際
し
、
反

北
条
勢
力
で
あ
る
佐
竹
に
対
し
て
援
軍
を
派
遣
し
て
お
り
（
76
）、
こ
の
情
報
は
天
正
十
二
年
八
月
に
秀
吉
の
許
へ
届
い
て
い
た
。

こ
こ
か
ら
も
、
三
者
の
連
携
が
軍
事
同
盟
の
性
質
を
帯
び
始
め
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

関
東
で
の
沼
尻
合
戦
は
七
月
末
に
は
収
束
し
、
北
条
・
反
北
条
勢
力
は
そ
れ
ぞ
れ
七
月
二
二
日
〜
二
三
日
の
間
に
退
陣
し
て
い

る
（
77
）。
一
方
小
牧
長
久
手
の
合
戦
も
十
一
月
十
一
日
に
、
信
雄
が
秀
吉
と
和
睦
を
結
ぶ
か
た
ち
で
収
束
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
こ
で
の
和
睦
は
、
旧
主
君
で
あ
っ
た
織
田
信
雄
が
秀
吉
に
人
質
を
出
す
こ
と
で
成
立
し
て
お
り
、
信
雄
が
事
実
上
、
秀
吉
に
従

属
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
信
長
没
後
も
三
法
師
（
織
田
秀
信
）
を
戴
く
こ
と
で
擬
制
的
に
維
持
さ
れ
て
い
た
「
織
田
政
権
」

と
い
う
枠
組
み
が
終
了
し
た
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
（
78
）。
沼
尻
合
戦
中
、
佐
野
氏
は
佐
竹
氏
か
ら
支
援
を
受
け
て
い
た
。
既

に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
天
正
十
一
年
十
月
時
点
で
、
佐
野
氏
は
北
条
氏
に
「
詫
言
」
を
述
べ
て
い
た
が
、
お
そ
ら
く
そ
の
後
も
何

と
か
抵
抗
し
よ
う
と
佐
竹
氏
を
頼
り
、
秀
吉
に
支
援
を
求
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
小
牧
長
久
手
の
合
戦
後
、
秀
吉
が
佐
野
宗
綱
に

宛
て
た
書
状
で
は
、
こ
の
合
戦
中
に
秀
吉
が
佐
野
氏
と
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
史
料
二
】「
栃
木
県
庁
採
集
文
書
三
」

最
前
染
筆
候
、
家
康
事
、
如
何
様
共
天
下
次
第
之
旨
、
令
墾（

懇
）望

候
、
然
者
家〔

徳
川
〕康

并
相〔

北

条

〕

州
氏
直
人
質
出
置
之
、
此
方
於
存
分
者
、

先
度
申
遣
之
筋
目
、
如
有
来
令
申
付
候
、
若
令
相
違
者
、
明
春
早
々
出
馬
、
可
加
誅
伐
候
、
其
面
事
、
何
扁（

遍
）無

越
度
候
様
覚

悟
専
一
候
、
猶
追
而
可
申
越
候
也
、
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十（
天
正
十
二
年
）

二
月
廿
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
花（

秀
吉
）押

）

　
　
　
　
　
　
　

佐
野
修（

宗
綱
）

理
進
と
の
へ

　
「
佐
野
修
理
進
と
の　
　

秀
吉
」（

79
）

こ
の
文
書
は
天
正
十
二
年
、
小
牧
長
久
手
の
合
戦
後
、
秀
吉
が
佐
野
宗
綱
に
宛
て
て
小
牧
長
久
手
で
の
勝
利
を
伝
え
、
旧
来
通

り
の
領
土
支
配
を
認
め
、
違
反
す
る
者
に
対
し
て
出
馬
す
る
意
向
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
秀
吉
は
、
家
康
が
何
事
に
お

い
て
も
秀
吉
に
従
う
旨
を
嘆
願
し
、
家
康
と
氏
直
が
人
質
を
出
し
て
き
た
の
で
、
秀
吉
と
し
て
は
、
以
前
に
宗
綱
に
も
通
告
し
て

お
い
た
原
則
の
と
お
り
、
関
東
諸
将
の
知
行
を
尊
重
・
維
持
す
る
よ
う
命
じ
て
い
る
。
ま
た
、
違
背
す
る
者
に
対
し
て
は
来
春
出

馬
し
誅
伐
を
加
え
る
予
定
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
書
状
冒
頭
か
ら
「
人
質
出
置
之
」
ま
で
の
文
言
に
よ
り
、
こ
の
文
書
は
小
牧

長
久
手
の
合
戦
終
結
直
後
の
天
正
十
二
年
に
比
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、家
康
は
こ
の
段
階
で
人
質
を
出
し
て
い
た
が
、

氏
直
が
人
質
を
出
し
た
と
い
う
史
料
は
見
つ
か
ら
ず
、
虚
構
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
80
）。
既
に
齋
藤
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
秀
吉
は
こ
の
文
書
で
反
北
条
同
盟
の
主
体
と
な
っ
た
こ
と
を
提
言
し
、
関
東
の
裁
定
は
上
方
で
行
う
た
め
、「
惣
無
事
」

実
現
の
た
め
、従
わ
な
い
勢
力
（
北
条
氏
）
に
対
す
る
出
馬
を
佐
野
氏
や
佐
竹
氏
ら
反
北
条
勢
力
に
も
求
め
た
と
考
え
ら
れ
る
（
81
）。

こ
の
文
書
を
受
け
た
直
後
、
反
北
条
勢
力
か
ら
秀
吉
へ
史
料
三
で
紹
介
す
る
返
答
が
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
秀
吉
の
働
き
か
け
は

反
北
条
勢
力
と
の
同
盟
政
策
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

秀
吉
が
制
裁
を
含
め
た
「
惣
無
事
」
を
提
唱
す
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
沼
尻
合
戦
と
、
そ
れ
と
同
時
期
に
勃
発
し
た

小
牧
長
久
手
の
合
戦
で
あ
っ
た
。
当
該
期
秀
吉
は
、
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
十
月
、
五
位
に
叙
さ
れ
、
十
一
月
に
は
従
三
位
・

権
大
納
言
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
前
秀
吉
は
無
官
で
あ
り
、
文
書
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
口
宣
案
は
後
に
作
成
さ
れ
た
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
82
）。
こ
う
し
た
急
激
な
官
位
の
上
昇
と
、
家
康
ら
対
抗
勢
力
が
従
属
し
た
と
い
う
秀
吉
の
認
識
が
、「
惣
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無
事
」
構
想
と
し
て
出
現
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
秀
吉
は
天
正
十
一
年
段
階
で
は
家
康
を
介
し
た
関
東
の
無
事
を
模
索
し

て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
小
牧
・
長
久
手
の
合
戦
の
決
着
と
い
う
情
勢
の
変
化
を
受
け
て
、
秀
吉
自
ら
が
東
国
に
対
し
て
裁
定

を
行
う
旨
を
主
張
し
始
め
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
構
想
を
佐
野
氏
に
伝
達
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
以
前
に
佐
野
か
ら
秀
吉
へ
、
佐
野
宗
綱
の
佐
野
領
支
配
に
つ

い
て
、
救
済
が
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
当
該
期
宝
衍
は
佐
野
氏
の
担
当
者
と
し
て
、
佐
竹
氏
ら
に
対
す
る
交
渉

を
行
っ
て
い
た
。
宝
衍
は
こ
の
秀
吉
と
反
北
条
勢
力
の
軍
事
同
盟
の
一
員
と
し
て
、
佐
野
氏
側
か
ら
、
秀
吉
と
反
北
条
勢
力
と
の

連
携
を
支
援
、
利
用
を
図
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

第
二
節
　
宝
衍
の
上
洛
と
秀
吉
政
権
の
取
次
へ
の
登
用

天
正
十
三
年
以
降
の
宝
衍
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
宝
衍
が
宗
綱
の
死
と
前
後
し
て
上
洛
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
近
年
の
成
果
と
し
て
、
上
洛
時
期
が
宗
綱
の
死
没
以
前
で
あ
る
こ
と
が
確
定
し
た
た
め
、
上
洛
の
狙
い
を
宗
綱
の
後
継

者
問
題
に
結
び
つ
け
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
い
る
（
83
）。
本
節
で
は
死
没
以
前
の
佐
野
宗
綱
が
佐
野
領
に
対
す
る
支
配
権
を

失
っ
て
い
た
こ
と
に
焦
点
を
当
て
て
、
具
体
的
な
事
実
経
過
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

松
本
一
夫
氏
は
『
石
川
忠
総
留
書
』
か
ら
佐
野
宗
綱
の
死
を
、
天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
正
月
に
比
定
し
て
い
る
（
84
）。
そ

し
て
宝
衍
の
出
奔
時
期
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
松
本
氏
は
、
ル
イ
ス=

フ
ロ
イ
ス
著
『
日
本
史
』
の
「
司
祭

が
滞
在
し
て
い
た
例
の
寺
院
へ
、
天
徳
寺
と
称
す
る
坂
東
の
一
人
の
貴
人
が
三
、四
度
司
祭
を
訪
ね
て
き
た
」
か
ら
始
ま
る
宝
衍

の
記
述
（
85
）
に
つ
い
て
、
こ
の
「
例
の
寺
院
」
と
は
九
州
攻
め
に
出
陣
し
て
い
た
秀
吉
に
謁
見
す
る
た
め
に
、
司
祭
が
逗
留
し

て
い
た
、
博
多
姪
の
浜
の
寺
院
を
指
す
と
し
て
、
こ
れ
は
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
七
月
の
記
事
で
あ
り
、
宝
衍
は
九
州
攻
め
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に
同
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
上
洛
は
そ
れ
以
前
の
こ
と
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
宝
衍
の

発
言
で
「
私
は
数
年
前
、
あ
る
戦
い
に
敗
れ
て
流
謫
の
身
と
な
っ
た
が
、
関
白
殿
の
御
好
意
に
よ
り
、
今
回
復
職
で
き
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
天
正
十
五
年
の
数
年
前
、
つ
ま
り
宝
衍
の
上
洛
は
天
正
十
四
年
よ
り
前
に
遡
れ
る
、
と
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
年
未
詳
の
九
月
三
日
付
宝
衍
書
状
（
史
料
四
）
の
「
去
夏
上
洛
候
」（

86
）
と
い
う
記
述
か
ら
、
そ
れ
は
夏
の
こ

と
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
松
本
氏
は
後
述
す
る
大
円
坊
宛
・
羽
柴
秀
吉
書
状
（
史
料
三
）
を
紹
介
し
、
そ
の
内
部
に

あ
る
沼
尻
合
戦
の
記
述
か
ら
天
正
十
二
年
の
沼
尻
合
戦
中
に
は
宝
衍
が
佐
野
に
い
た
の
で
、
宝
衍
の
「
出
奔
」
は
天
正
十
三
年

（
一
五
八
五
）
の
夏
に
比
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、
宝
衍
が
宗
綱
没
以
前
に
佐
野
を
離
れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

筆
者
も
宝
衍
の
上
洛
に
つ
い
て
、
松
本
氏
の
年
代
比
定
に
従
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
う
し
た
松
本
氏
の
議
論
を
踏
ま
え

つ
つ
、
次
の
書
状
を
検
討
し
た
い
。

【
史
料
三
】「
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
」

「
大
円
坊　

秀
吉
」

ａ
去
正
月
廿
一
日
之
書
状
令
披
見
候
、
仍
佐（

義
重
）竹

・
佐

（
佐
野
宗
綱
）

修
・
天（

宝
衍
）

徳
寺
・
宇（

国
綱
）

都
宮
書
状
、
何
も
及
返
礼
候
、
能
々
可
被
相
届
候
、

隋
而

ｂ
當
表
之
儀
、
無
残
所
属
存
分
候
、

ｃ
将
亦
其
表
事
、
去
秋
以
来
、
義（

佐
竹
）重

・
氏（

北
条
）直

雖
対
陣
候
、
依
為
節
所
、
互
被
納
馬

之
処
、
氏
直
以
計
策
新

（
由
良
国
繁
）

田
・
館

（
長
尾
顕
長
）

林
両
地
請
取
、
于
今
居
陣
之
由
候
、
依
之
義
重
近
日
可
為
出
馬
之
由
候
、
無
越
度
候
様
、

各
相
談
肝
要
候
、

ｄ
然
者
氏
直
事
も
家（

徳
川
）康

同
意
之
儀
候
之
間
、
我
々
令
助
言
、
無
事
可
執
噯
候
、
自
然
於
無
許
容
者
、
出
人

数
可
随
其
候
、
尚
期
来
信
候
、
謹
言

　
　

三（
天
正
十
三
年
）

月
十
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秀
吉
（
花
押
影
）
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大
円
坊
（
87
）

こ
の
文
書
は
、
関
東
諸
将
と
の
連
絡
役
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
大
円
坊
に
対
し
て
、
秀
吉
が
天
正
十
三
年
に
今
後
の
秀
吉
の
関

東
対
策
の
大
綱
を
伝
達
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
年
次
比
定
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
傍
線
部
ｂ
か
ら
天
正
十
二
年
の
小
牧
長
久
手

の
合
戦
が
終
結
し
て
以
降
の
こ
と
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
傍
線
部
ｃ
で
は
天
正
十
二
年
の
沼
尻
合
戦
の
こ
と
が
「
去
秋
」
の
こ

と
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
こ
の
書
状
は
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
に
比
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え

て
、
傍
線
部
ａ
の
「
佐
竹
・
佐
修
・
天
徳
寺
・
宇
都
宮
」
を
み
る
と
、
天
正
十
三
年
正
月
に
天
徳
寺
宝
衍
が
甥
に
あ
た
る
佐
野
修

理
進
宗
綱
と
共
に
関
東
に
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
傍
線
部
ａ
の
該
当
部
分
は
こ
れ
ま
で「
佐
野
天
徳
寺
」と
読
ま
れ
て
い
た
が「
佐

修
・
天
徳
寺
」
の
誤
読
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
88
）。
天
正
十
三
年
正
月
時
点
で
、
宗
綱
の
存
命
を
示
す
根
拠
と

い
え
よ
う
。
傍
線
部
ｂ
は
前
年
十
一
月
ま
で
の
小
牧
長
久
手
の
合
戦
が
秀
吉
有
利
の
条
件
で
決
着
し
た
こ
と
を
指
す
も
の
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
年
の
正
月
、
反
北
条
勢
力
は
家
康
に
も
音
信
を
送
っ
て
い
た
（
89
）。
天
正
十
三
年
正
月
段
階
で
、
秀
吉
・

家
康
間
の
和
睦
は
反
北
条
勢
力
に
既
に
伝
達
さ
れ
て
お
り
、
反
北
条
勢
力
は
秀
吉
・
家
康
双
方
と
結
ぶ
こ
と
を
画
策
し
て
い
た
と

い
え
る
。
ま
た
、
傍
線
部
ｃ
は
秀
吉
と
家
康
と
の
対
立
の
対
に
な
る
、
関
東
で
の
北
条
氏
・
反
北
条
勢
力
の
葛
藤
を
指
し
て
い
る
。

傍
線
部
ｄ
で
は
「
北
条
氏
と
反
北
条
勢
力
と
の
対
立
も
、
氏
直
と
家
康
が
秀
吉
に
同
意
し
て
い
る
か
ら
、
家
康
が
秀
吉
に
従
っ
た

今
と
な
っ
て
は
、
我
々
（
秀
吉
・
家
康
）
が
（
氏
直
に
）
助
言
し
て
、
関
東
諸
将
と
の
「
無
事
」
を
斡
旋
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

も
し
氏
直
が
斡
旋
を
容
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
武
力
制
裁
を
加
え
る
」
旨
を
述
べ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
、
天
正
十
三
年
三
月
、
宝
衍
は
甥
の
宗
綱
と
共
に
反
北
条
勢
力
の
一
員
と
し
て
秀
吉
に
救
済
を
求
め
て
い
た
と
み
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
前
年
の
史
料
二
と
呼
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
秀
吉
は
史
料
二
と
同
じ
く
、
交
渉
が
不
調
に
終
わ
る
場
合
は

軍
事
行
動
に
移
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
秀
吉
と
反
北
条
勢
力
と
の
約
諾
の
積
み
重
ね
が
、
後
述
す
る
宝
衍
の
上
洛
に
つ
な
が
っ
て
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い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
宝
衍
ら
佐
野
氏
は
秀
吉
と
連
携
し
て
北
条
と
戦
う
こ
と
を
切
望
し
て
い
た
。
佐
野
氏
の
一
員
と
し
て
宝

衍
は
、
秀
吉
に
戦
争
を
行
う
よ
う
に
働
き
か
け
る
必
要
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
こ
で
、
秀
吉
は
北
条
と
の
交
渉
を
行
い
、
場
合

に
よ
っ
て
は
軍
事
制
裁
を
行
う
「
惣
無
事
」
の
旨
を
述
べ
て
い
た
。
こ
れ
に
は
自
力
救
済
権
の
剥
奪
と
い
う
よ
り
も
、
秀
吉
に
徳

川
・
北
条
同
盟
に
対
す
る
包
囲
網
形
成
の
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
後
、
松
本
一
夫
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
宝
衍
は
天
正
十
三
年
の
夏
に
上
洛
し
た
。
こ
の
間
六
月
十
五
日
、
秀
吉
は
佐
竹

氏
（
90
）・
宇
都
宮
氏
（
91
）・
結
城
氏
（
92
）
ら
反
北
条
勢
力
に
対
し
て
「
連
年
富
士
山
一
見
之
望
候
條
、
其
刻
可
遂
初
面
候
」
と
し

て
、「
富
士
山
一
見
」
を
望
ん
で
い
る
旨
を
書
き
送
っ
て
い
る
。
こ
の
「
富
士
山
一
見
」
と
は
、
秀
吉
の
東
国
へ
の
軍
事
行
動
を

指
し
て
い
た
。
こ
の
富
士
一
見
に
対
し
て
、
そ
の
対
象
を
家
康
、
ま
た
は
家
康
と
北
条
氏
、
と
す
る
見
解
に
わ
か
れ
て
い
る
（
93
）。

筆
者
は
そ
れ
以
前
反
北
条
勢
力
が
関
東
へ
「
御
出
馬
」
を
求
め
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
秀
吉
が
反
北
条
勢
力
を
取
り
込
む
意
図
を

持
っ
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
北
条
勢
力
も
軍
事
行
動
の
対
象
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
そ
こ
で
秀
吉
は
「
富
士
山
一
見
」
を
行
う

前
に
「
早
速
ニ
人
数
等
入
候
者
、
景
勝
へ
可
被
申
越
候
、
自
此
方
堅
申
合
候
間
、
不
被
残
心
底
尤
ニ
候
」
と
緊
急
時
に
は
、
景
勝

に
越
山
を
要
請
す
る
よ
う
に
指
示
を
出
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
当
該
期
か
ら
秀
吉
は
関
東
へ
の
出
馬
（
北
条
氏
征
討
）
の
意
向

を
示
し
て
お
り
、
景
勝
も
こ
の
策
略
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
。
宝
衍
の
上
洛
は
こ
う
し
た
情
勢
を
受
け
、
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
と
い
え
る
。
こ
こ
で
次
の
史
料
を
検
討
す
る
。

【
史
料
四
】「
實
行
書
状
」

此
度
小
室
久
左
衛
門
所
へ
之
便
札
令
披
見
候
、

ａ
然
者
年
来
在
京
望
ニ
付
而
、
寺
家
之
事
ハ
侍
者
ニ
相
渡
、
去
夏
上
洛
候
、

仍
越
国
へ
被
移
候
由
、
如
何
様
之
存
分
候
哉
、

ｂ
佐
野
之
事
ハ
佐
竹
・
相（

北
条
氏
）州と

被
合
苞
ニ
候
、
殊
更
去
今
両
年
従
小
田
原
被

相
務
候
間
、
万
端
不
如
意
之
体
候
、
右
衛
門
様
も
堪
忍
難
成
候
、
但
小
者
一
身
ニ
而
可
被
越
候
ハ
ゝ
愚
ハ
一
両
年
も
可
在
京
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覚
悟
ニ
候
、
但
堪
忍
不
自
由
ニ
候
間
在
京
も
難
成
候
、

ｃ
将
亦
與
太
郎
去
月
廿
七
日
佐
野
江
返
し
候
、
若
可（

小
川
）

遊
斎
へ
対
面
申

候
ハ
ゝ
、
委
可
及
伝
言
候
間
略
筆
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　

九（
天
正
十
三
年
）

月
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
衍

　
　
　
　
　

秩（

小

菅

刑

部

丞

）

父
豊
後
守
殿
（
94
）

こ
の
文
書
は
天
正
十
三
年
に
宝
衍
が
真
田
氏
関
係
者
の
小
菅
刑
部
丞
に
宛
て
て
、
自
身
が
佐
野
の
所
務
を
取
り
戻
す
た
め
に
上

洛
し
た
こ
と
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
天
正
十
三
年
九
月
半
ば
に
は
、
宝
衍
は
石
田
三
成
の
配
下
と
し

て
東
国
と
の
交
渉
に
従
事
し
て
い
た
。
傍
線
部
ａ
で
宝
衍
が
「
去
夏
上
洛
」
と
記
す
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
書
状
を
宝
衍
が
上
洛
し

た
天
正
十
三
年
に
比
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
時
点
の
佐
野
に
つ
い
て
は
、
傍
線
部
ｂ
の
「
佐
竹
・
相（

北
条
氏
）州と

被
合
苞
ニ
候
」

と
い
う
取
り
決
め
が
な
さ
れ
て
い
た
。「
去
今
両
年
従
小
田
原
被
相
務
候
」
は
、
天
正
十
二
年
・
十
三
年
の
二
年
間
、
佐
野
の
所

務
は
北
条
が
行
っ
て
い
た
た
め
、
宝
衍
は
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
た
旨
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
一
章
で

述
べ
た
天
正
十
一
年
十
月
時
点
で
佐
野
氏
が
北
条
氏
に
攻
囲
さ
れ
て
「
詫
言
」
を
し
て
お
り
、
北
条
氏
の
影
響
下
に
抑
え
込
ま
れ

つ
つ
あ
っ
た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
。
沼
尻
合
戦
と
前
後
し
、
佐
野
氏
は
北
条
に
敗
北
し
、
佐
野
領
の
収
税
は
北
条
の
支
配
下
に

置
か
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
宝
衍
は
天
正
十
三
年
夏
に
上
洛
し
、
北
条
氏
に
圧
迫
さ
れ
て
い
る
佐
野
氏
の
窮
状
を
秀
吉
に
言
上
し

て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
宝
衍
の
甥
・
佐
野
宗
綱
の
死
に
つ
い
て
は
年
未
詳
の
三
月
付
け
長
尾
顕
長
感
状
（
95
）、『
石
川
忠

総
留
書
』
か
ら
天
正
十
四
年
正
月
の
こ
と
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
傍
線
部
ｃ
で
は
、
上
洛
後
の
宝
衍
が
佐
野
と
交
流
を
続

け
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
、
当
主
・
宗
綱
は
存
命
中
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
前
後
関
係
を
考
え
る
と
、
天
正
十
三
年
夏

の
宝
衍
の
上
洛
の
狙
い
は
、
存
命
し
て
い
る
佐
野
家
当
主
・
宗
綱
の
意
向
を
受
け
、
北
条
氏
の
支
配
下
に
抑
え
込
ま
れ
て
い
た
佐

野
家
の
自
立
の
回
復
を
図
り
、
秀
吉
に
後
ろ
盾
を
求
め
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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第
三
節
　
秀
吉
の
同
盟
政
策
交
渉
窓
口
と
し
て
の
宝
衍

天
徳
寺
宝
衍
は
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
夏
に
上
洛
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
情
報
は
反
北
条
を
意
図
し
て
提
携
関
係
に
あ
っ

た
、
上
杉
・
佐
竹
氏
と
そ
の
周
辺
に
広
が
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
史
料
五
】「
真
武
内
伝
附
録
」

雖
未
申
通
候
、
去
比
就
阿
波
守
殿
儀
自
景（

上
杉
）勝

千
坂
対
馬
守
・
村
山
安
芸
守
以
両
使
巨
細
被
仰
上
候
條
関（

羽
柴
秀
吉
）

白
殿
へ
達　

上
聞

安（
真
田
昌
幸
）

房
守
殿
御
存〔

分
脱
カ
〕之通

彼
両
人
に
申
渡
候
、
拙
者
事
景
勝
御
儀
馳
走
申
事
候
間
、
向
後
別
而
御
用
可
承
候
、
就
中
此
使
僧
関
東

へ
被
差
遣
候
條
、
被
入
御
精
可
被
送
届
候
旨　

御〔
物
脱
カ
〕語候

、
軈
而
又
自
関
東
使
者
衆
可
被
罷
上
候
間
、
路
次
無
異
議
様
被
仰
付

尤
候
、
右〔

左
〕に

候
之
間
、
御
用
貴
所
之
儀
も
疎
略
在
之
間
敷
候
、
御
用
等
可
被
仰
越
候
、
将
又
去
九
月
十
四
日
天

（
天
徳
寺
宝
衍
）

徳
へ
之
御

状
其
文
令
披
見
則
披
露
仕
候
、
猶
委
細
之
段
此
使
僧
可
為
演
説
候
間
令
大
略
候
、
恐
々
謹
言

　
　
　

十（
天
正
十
三
年
）

月
十
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
成
（
判
）

　
　
　
　
　

矢（
頼
綱
）

澤
殿

　
　
　
　
　
　
　

御
宿
所
（
96
）

こ
の
文
書
は
天
正
十
三
年
、
石
田
三
成
が
矢
澤
頼
綱
に
宛
て
て
、
今
後
真
田
氏
の
要
請
に
従
い
通
好
を
交
わ
す
秀
吉
の
意
向
を

伝
え
、
そ
れ
に
伴
う
尽
力
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
史
料
五
は
、
筆
者
が
史
料
四
の
年
代
確
定
の
裏
付
け
と
し
た
も
の
で
あ
り
、

史
料
四
か
ら
一
か
月
後
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
石
田
三
成
か
ら
沼
田
城
主
・
矢
澤
頼
綱
へ
送
ら
れ
た
、
文
書
交
通
に
お

け
る
初
信
で
あ
り
、
千
坂
対
馬
・
村
山
安
芸
守
両
名
の
活
動
か
ら
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
に
比
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
97
）。

三
成
は
こ
の
後
、
関
東
「
惣
無
事
」
と
し
て
反
北
条
勢
力
や
上
杉
と
の
連
携
や
同
盟
政
策
を
執
行
し
、
天
正
十
六
年
に
は
「
惣
無
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事
」
命
令
に
違
反
し
た
伊
達
氏
へ
の
制
裁
を
景
勝
に
命
じ
て
断
行
し
て
い
る
（
98
）。
文
書
後
半
に
み
ら
れ
る
宝
衍
が
「
惣
無
事
」

執
行
役
で
あ
る
三
成
の
近
く
で
「
惣
無
事
」
の
交
渉
に
当
た
っ
て
い
た
記
載
は
見
逃
せ
な
い
事
実
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
宝
衍
は

秀
吉
の
「
惣
無
事
」
政
策
に
よ
る
救
済
を
求
め
る
立
場
か
ら
、
秀
吉
の
「
惣
無
事
」
政
策
を
推
進
す
る
側
に
立
場
を
変
化
さ
せ
て

い
く
。

で
は
引
き
続
き
、
文
章
の
内
容
を
精
査
し
て
ゆ
く
。
傍
線
部
か
ら
、
真
田
家
家
臣
・
矢
澤
頼
綱
は
、
同
年
九
月
十
四
日
、
宝
衍

に
石
田
三
成
へ
の
仲
介
を
依
頼
し
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
真
田
方
は
同
年
七
月
に
上
杉
に
従
属
し
て
お
り
、
景
勝
の
つ
て
も
利

用
し
て
い
た
。
真
田
氏
が
宝
衍
・
景
勝
の
二
筋
の
ル
ー
ト
か
ら
秀
吉
へ
の
接
近
を
図
っ
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
景
勝
は
千

坂
対
馬
守
と
村
山
安
芸
を
使
者
に
昌
幸
の
主
張
を
秀
吉
に
伝
え
、
昌
幸
の
思
惑
通
り
の
答
え
が
返
さ
れ
た
と
あ
る
（
99
）。
明
記
は

さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
こ
で
の
昌
幸
の
主
張
は
当
該
期
真
田
氏
が
懸
案
と
し
て
い
た
沼
田
・
名
胡
桃
両
城
の
領
有
の
こ
と
か
と
想

定
さ
れ
る
。
真
田
は
勢
力
を
増
す
徳
川
・
北
条
氏
同
盟
に
対
抗
す
る
べ
く
、
豊
臣
政
権
へ
と
後
ろ
盾
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
こ
う
し
た
真
田
の
要
望
は
、
反
北
条
勢
力
と
の
同
盟
政
策
を
展
開
す
る
秀
吉
の
思
惑
に
合
致
し
、
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
そ
の

後
、
三
成
は
真
田
方
に
、
関
東
と
の
使
者
の
交
流
に
際
し
て
路
次
の
馳
走
を
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
（
100
）。
関
東
の
勢
力
が
「
惣

無
事
」
に
参
入
す
る
際
に
、宝
衍
が
窓
口
と
な
り
、仲
介
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
宝
衍
が
「
惣

無
事
」
に
参
画
し
た
こ
と
は
、
上
洛
後
、
比
較
的
早
い
段
階
で
関
東
諸
勢
力
に
周
知
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
同
盟
政
策
と
し

て
の
「
惣
無
事
」
が
宝
衍
を
媒
介
に
発
展
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

以
上
、史
料
四
・
五
か
ら
、①
宝
衍
の
上
洛
が
天
正
十
三
年
夏
で
あ
り
、宗
綱
の
死
を
原
因
と
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、②
「
佐

野
の
所
務
を
取
り
返
し
た
い
」
と
い
う
宝
衍
の
願
望
が
上
洛
に
繋
が
っ
た
こ
と
、
が
見
て
取
れ
る
。
宝
衍
が
そ
の
後
も
三
成
に
仕

え
続
け
る
こ
と
か
ら
も
②
の
宝
衍
の
要
望
が
秀
吉
に
聞
き
入
れ
ら
れ
た
こ
と
は
明
確
で
あ
り
、
第
四
節
で
取
り
扱
う
「
佐
野
事
」
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は
宝
衍
の
意
向
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
宝
衍
が
「
惣
無
事
」
政
策
の
交
渉
担
当
者
で
あ
る
三
成
の
部
下

に
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
で
、「
惣
無
事
」
政
策
が
佐
野
氏
や
佐
竹
氏
ら
反
北
条
勢
力
の
要
望
を
組
み
込
む
側
面
を
持
ち
つ
つ
展
開

さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

北
条
氏
と
の
戦
争
に
よ
っ
て
佐
野
の
所
務
を
回
復
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
宝
衍
は
、
天
正
十
三
年
三
月
末
か
ら
四
月
に
史
料
三

の
秀
吉
書
状
を
受
け
取
っ
た
の
ち
、
す
ぐ
さ
ま
上
洛
し
た
。
こ
れ
は
小
牧
長
久
手
の
合
戦
以
後
、
秀
吉
が
結
成
し
よ
う
と
し
て
い

た
徳
川
・
北
条
両
氏
に
対
す
る
包
囲
網
に
期
待
を
か
け
た
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
後
、
宝
衍
は
秀
吉
の
「
惣
無
事
」
政
策
波
及
の

た
め
奔
走
す
る
が
、
こ
れ
は
秀
吉
と
宝
衍
の
利
害
の
一
致
が
形
成
さ
れ
た
と
い
う
前
提
な
し
に
は
成
し
え
な
い
。「
惣
無
事
」
が

佐
野
氏
や
反
北
条
勢
力
に
有
利
な
性
格
を
含
み
つ
つ
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
の
は
、
宝
衍
が
三
成
と
結
び
つ
き
、
豊
臣
政
権
内
部
に

組
み
込
ま
れ
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
と
い
え
る
。
以
降
の
宝
衍
と
反
北
条
勢
力
が
秀
吉
と
交
渉
を
重
ね
、「
惣
無
事
」
を
自
身

ら
の
目
的
（
北
条
氏
討
伐
）
に
引
き
付
け
よ
う
と
奮
闘
す
る
過
程
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
詳
し
く
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

第
四
節
　
関
東
「
惣
無
事
」
の
展
開
と
反
北
条
同
盟
の
連
結

小
牧
長
久
手
の
合
戦
以
降
、
秀
吉
は
徳
川
・
北
条
両
氏
に
対
し
て
優
位
な
地
位
に
立
っ
て
い
た
が
、
た
だ
ち
に
徳
川
・
北
条
両

氏
を
打
ち
破
る
ほ
ど
の
力
は
な
く
、
引
き
続
い
て
両
氏
の
分
断
に
力
を
注
い
で
い
た
。
秀
吉
は
、
天
正
十
四
年
正
月
頃
、
前
年
か

ら
関
係
が
悪
化
し
て
い
た
家
康
と
和
睦
を
結
ん
で
い
る
（
101
）。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
反
北
条
勢
力
が
秀
吉
と
交
渉
を
進
め
て
き
た
、

家
康
と
結
ん
だ
北
条
氏
へ
の
武
力
行
使
が
中
止
さ
れ
る
可
能
性
が
浮
上
し
て
き
た
。
そ
の
後
、
反
北
条
勢
力
は
三
成
と
結
び
つ
き

を
深
め
、
秀
吉
へ
、
北
条
氏
と
敵
対
す
る
よ
う
、
働
き
か
け
を
続
け
て
い
く
。
具
体
的
に
は
天
正
十
四
年
（
一
五
九
六
）
二
月

二
十
日
、
三
月
十
四
日
、
三
成
が
沼
田
城
主
・
矢
澤
頼
綱
に
佐
竹
氏
の
使
者
を
派
遣
す
る
た
め
の
路
次
の
馳
走
を
依
頼
し
て
い
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る
（
102
）。
ま
た
、
三
月
七
日
、
宝
衍
は
頼
綱
に
対
し
て
、
①
関
東
か
ら
派
遣
さ
れ
た
京
都
へ
の
使
者
・
脚
力
が
到
着
し
、
秀
吉
が

頼
綱
の
馳
走
に
つ
い
て
喜
ん
で
い
る
こ
と
を
伝
え
、
②
多
賀
谷
重
経
が
秀
吉
に
差
し
上
げ
た
五
明
若
狭
守
に
伝
言
を
届
け
た
こ
と

を
報
告
し
、
③
「
彼
望
之
儀
、
石

〔
石
田
三
成
）

治
相
談
随
分
馳
走
可
申
候
、
猶
近
日
以
使
者
可
申
候
」
と
述
べ
て
い
る
（
103
）。「
彼
望
之
儀
」

と
は
真
田
の
沼
田
領
有
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
北
条
攻
め
中
止
の
可
能
性
が
浮
上
す
る
緊
急
事
態
に
お
い
て
、
三
成
と
そ
の
側
近
で

あ
っ
た
宝
衍
が
、
反
北
条
勢
力
の
意
見
を
汲
み
取
り
、
三
成
と
共
に
秀
吉
に
反
北
条
勢
力
の
要
望
（
北
条
氏
の
侵
攻
阻
止
・
北
条

氏
の
討
滅
）
を
伝
え
、
北
条
氏
へ
の
強
硬
策
を
講
じ
る
よ
う
、
説
得
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

反
北
条
勢
力
も
ま
た
、
宝
衍
や
三
成
の
推
進
す
る
「
惣
無
事
」
政
策
に
期
待
を
寄
せ
て
、
秀
吉
方
に
結
集
し
て
い
っ
た
。
佐
竹

氏
家
臣
・
太
田
道
誉
は
同
年
三
月
十
四
日
付
で
山
宮
斎
に
次
の
文
書
を
送
っ
て
い
る
。

【
史
料
六
】「
佐
藤
行
信
氏
所
蔵
文
書
」

二
日
朔
日　

御
朱
印
廿
七
到
着
、
翌
日
覃
御
請
候
、
家（

徳
川
）康
頻
ニ
御
赦
免
之
儀
被
申
上
由
、
一
方
被
明
御
隙
、
氏（

北
条
）直
一
類
御
追

伐
極
候
、
彼
取
扱
表
裏
段
、
天
徳
寺
御
在
京
之
上
不
及
申
候
、
於
沼
津
家
康
・
氏
直
父
子
被
及
中
談
由
候
、
定
可
有
御
直
覧

候
、
何
方
御
陣
ニ
候
哉
、
承
度
御
証
以
客
僧
申
候
、
関
東
之
様
子
江
庵
可
被
申
候
、
早
々
令
面
上
度
迄
候
、
具
口
上
令
附
与

候
、
恐
々
謹
言

　
　

三（
天
正
十
四
年
）

月
十
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道（
太
田
）誉

（
花
押
）

　
　

山
宮
斎

　
　
　
　

参
（
104
）

こ
の
書
状
は
天
正
十
三
年
、
太
田
道
誉
が
山
宮
斎
に
宛
て
て
、
秀
吉
が
北
条
氏
の
扱
い
に
つ
い
て
、
家
康
と
反
北
条
勢
力
に
対

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
都
合
の
い
い
正
反
対
の
対
応
を
し
て
い
る
が
、
反
北
条
勢
力
と
し
て
は
交
渉
役
の
宝
衍
が
在
京
し
て
い
る
の
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で
対
北
条
交
渉
に
つ
い
て
は
心
配
な
い
と
述
べ
、
家
康
と
北
条
氏
の
会
談
に
つ
い
て
情
報
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
書
き
出

し
の
「
御
朱
印
」
と
は
秀
吉
が
二
月
一
日
に
佐
竹
氏
勢
力
に
送
っ
た
朱
印
状
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
宛
先
で
あ
る
山
宮

斎
に
つ
い
て
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
佐
竹
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た
道
誉
は
「
彼
取
扱
表
裏
」
に
つ
い
て
、
天
徳
寺
が
在
京
し
て
い

る
の
で
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
と
記
し
て
い
る
。
書
状
一
行
目
冒
頭
で
、
家
康
が
秀
吉
に
北
条
氏
の
赦
免
を
訴
え
る
一
方
で
、

秀
吉
は
反
北
条
勢
力
に
は
北
条
攻
め
を
行
う
約
諾
に
及
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
秀
吉
の
北
条
氏
へ
の
働
き
か
け
に
対

し
、
北
条
側
の
対
応
（
彼
取
扱
）
は
表
裏
二
面
の
不
誠
実
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
天
徳
寺
（
宝
衍
）
が
在
京
し
て
い
る
の

で
、
反
北
条
勢
力
と
し
て
は
宝
衍
に
か
け
て
、
秀
吉
に
対
北
条
強
攻
策
を
訴
え
る
方
向
性
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
反
北

条
勢
力
が
宝
衍
の
交
渉
に
熱
い
期
待
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
小
牧
長
久
手
の
合
戦
以
降
、東
国
で
は
秀
吉
の
北
条
・

徳
川
包
囲
網
に
期
待
す
る
勢
力
が
増
え
つ
つ
あ
っ
た
。
ル
イ
ス
フ
ロ
イ
ス
は
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
十
月
一
日
付
イ
エ
ズ
ス

会
日
本
報
告
の
中
で
「
羽
柴
殿
が
尾
張
の
戦
さ
か
ら
帰
っ
た
後
、
坂
東
地
方
の
他
の
国
主
や
大
身
が
彼
の
味
方
と
な
っ
た
。
と
い

う
の
は
、
彼
の
戦
さ
で
の
成
功
を
見
、
ま
た
彼
が
こ
れ
ら
の
人
々
を
味
方
し
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
（
105
）。

秀
吉
の
北
条
攻
め
に
期
待
を
懸
け
秀
吉
に
接
近
し
た
反
北
条
勢
力
は
、
そ
の
後
の
出
兵
中
止
の
危
機
に
、
三
成
と
そ
の
下
で
働
く

宝
衍
を
介
し
て
北
条
攻
め
の
継
続
を
訴
え
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
秀
吉
は
同
年
夏
〜
秋
に
か
け
て
反
北
条
勢
力
へ
次
の
「
停
戦
命
令
」
を
書
き
送
っ
て
い
る
。
藤
木
氏

が
「
関
東
惣
無
事
令
」
の
存
在
を
説
い
た
一
連
の
文
書
群
で
あ
る
。

【
史
料
七
ａ
】「
専
宗
寺
文
書
」

三
月
十
四
日
書
状
加
披
見
候
、
家
康
事
、
種
々
懇
望
誓
紙
人
質
等
、
堅
相
下
令
赦
免
候
、
然
者
東
国
儀
近
日
差
遣
使
者
、
境

目
等
之
儀
、
可
相
立
候
、
若
相
滞
族
有
之
者
、
急
度
可
申
付
候
之
間
、
可
被
得
其
意
候
、
何
茂
不
図
為
富
士
一
見
、
可
相
越
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候
之
条
、
猶
其
刻
可
申
候
也
、

　

五（
天
正
十
四
年
）

月
十
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
秀
吉
朱
印
影
）

　
　
　
　
　
　
　
　

三（
太
田
道
誉
）

楽
斎
（
106
）

こ
の
書
状
は
天
正
十
四
年
秀
吉
が
太
田
道
誉
に
宛
て
て
同
年
初
め
頃
の
家
康
の
赦
免
を
伝
え
、
東
国
へ
の
「
惣
無
事
」
の
意
向

を
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
史
料
七
ａ
で
秀
吉
は
ま
ず
、「
家
康
事
」
と
し
て
天
正
十
三
年
以
前
の
秀
吉
と
家
康
と
の
緊
張
関
係

に
つ
い
て
、
家
康
を
赦
免
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
秀
吉
は
こ
う
し
た
動
向
を
受
け
、
近
日
境
目
画
定
の
た
め
に
使
者
を
派
遣

す
る
と
記
し
て
い
る
。
傍
線
部
よ
り
、
反
北
条
勢
力
に
対
す
る
相
滞
族
（
北
条
氏
）
の
侵
略
を
阻
止
す
る
裁
定
が
約
束
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
加
え
て
、
未
だ
「
富
士
一
見
」
を
表
明
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
反
北
条
勢
力
が
懸
念
し
て
い
た
北
条
氏
へ
の

出
兵
を
表
明
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

史
料
七
ａ
の
書
状
の
二
週
間
後
に
出
さ
れ
た
史
料
七
ｂ
も
同
様
の
内
容
を
継
承
し
て
い
る
。

【
史
料
七
ｂ
】「
秋
田
藩
家
蔵
文
書
」

佐
野
事
、
無
異
儀
之
段
尤
候
、
自
然
之
儀
入
魂
専
一
候
、
家
康
事
、
種
々
縁
辺
等
之
儀
迄
、
令
懇
望
候
条
、
誓
願
・
人
質
以

下
堅
相
ト
、
令
赦
免
候
、
然
而
関
東
之
儀
、
近
日
差
越
使
者
、
相
立
境
目
、
可
属
静
謐
候
、
若
相
滞
族
於
有
之
者
、
急
度
可

申
付
候
条
、
其
間
之
儀
、
聊
尓
之
動
不
可
有
之
候
、
委
細
相
含
山
上
道
牛
候
、
猶
増
田
右（

長

盛

）

衛
門
尉
・
石
田
治（

三

成

）

部
少
輔
可
申
候

也
、

　
　
　

五（
天
正
十
四
年
）

月
廿
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
朱（

豊
臣
秀
吉
）

印
影
）

　
　
　
　
　
　

白
河
七（

義
広
）郎

と
の
へ
（
107
）

こ
れ
は
天
正
十
四
年
、
秀
吉
が
白
河
義
広
へ
佐
野
領
返
還
の
方
向
性
と
家
康
赦
免
を
伝
え
、「
惣
無
事
」
を
表
明
し
た
文
書
で
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あ
る
。
宛
先
で
あ
る
白
河
義
広
は
佐
竹
氏
出
身
で
白
河
義
親
の
養
子
と
な
っ
て
お
り
、
当
該
期
白
河
氏
は
佐
竹
氏
に
従
属
し
て
い

た
。
書
状
七
ｂ
は
書
状
七
ａ
と
内
容
を
同
一
に
す
る
部
分
が
多
い
が
、冒
頭
に
「
佐
野
事
」
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
既
述
の
通
り
、

粟
野
氏
は
こ
れ
に
つ
い
て
「
佐
野
氏
の
家
督
を
北
条
氏
忠
が
継
承
す
る
こ
と
に
対
し
、
北
関
東
の
諸
大
名
が
承
認
し
、
こ
れ
を
秀

吉
自
身
が
追
認
し
た
も
の
」
と
解
さ
れ
、
黒
田
氏
は
、
当
主
が
不
在
で
あ
る
佐
野
氏
が
「
佐
竹
方
と
し
て
の
立
場
を
維
持
し
て
い

る
と
の
内
容
が
佐
竹
方
か
ら
連
絡
さ
れ
、
秀
吉
も
そ
の
こ
と
を
了
解
し
て
い
た
こ
と
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
筆

者
は
黒
田
氏
の
論
を
受
け
つ
つ
、
佐
竹
周
辺
勢
力
が
秀
吉
か
ら
伝
え
ら
れ
た
（
佐
野
家
の
所
務
回
復
の
）
方
針
に
対
し
て
、
異
議

が
な
い
こ
と
が
「
尤
」
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
以
前
に
秀
吉
か
ら
、
佐
野
領
を
返
還
さ
せ
る
と
い
う
、
佐
竹
氏

と
通
じ
る
佐
野
勢
力
に
有
利
な
裁
定
を
行
う
意
向
が
伝
達
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
佐
竹
氏
側
か
ら

「
無
異
議
」
と
伝
え
ら
れ
た
と
考
え
る
。
史
料
四
に
関
連
し
て
既
に
述
べ
た
と
お
り
、
宝
衍
は
佐
野
領
の
知
行
を
北
条
氏
に
奪
わ

れ
た
こ
と
を
秀
吉
に
訴
え
る
意
図
で
、
こ
の
史
料
の
前
年
に
上
洛
し
、
秀
吉
の
「
惣
無
事
」
政
策
推
進
に
参
画
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
。
ゆ
え
に
、
こ
の
「
佐
野
事
」
と
い
う
文
言
は
、
宝
衍
が
秀
吉
に
訴
え
て
い
た
佐
野
領
の
取
り
扱
い
原
則
を
秀
吉
が
佐
竹

氏
に
示
し
て
、
佐
竹
氏
が
こ
れ
を
受
け
入
れ
た
こ
と
を
示
す
文
言
で
あ
っ
た
と
理
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
こ

の
史
料
七
ｂ
と
併
せ
て
、
次
に
示
す
史
料
八
ａ
か
ら
も
、
史
料
七
ｂ
を
関
東
に
も
た
ら
し
た
使
者
は
、
宝
衍
の
関
係
者
で
あ
る
山

上
道
牛
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ゆ
え
に
、「
佐
野
事
」
は
宝
衍
・
道
牛
に
と
っ
て
望
ま
し
い
内
容
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が

穏
当
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
「
関
東
惣
無
事
令
」
は
ａ
と
本
質
的
に
内
容
を
共
に
す
る
、
反
北
条
勢
力
の
意
向
を

受
け
、
そ
れ
に
呼
応
し
境
目
確
定
を
行
う
政
策
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

宝
衍
は
史
料
七
ｂ
と
同
日
付
で
史
料
八
ａ
を
出
し
た
。

【
史
料
八
ａ
】「
前
田
尊
経
閣
所
蔵
古
文
書
写
」
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幸
便
之
間
令
啓
候
、
然
者
東
八
州
之
模
様
、
為
可
被
聞
食
届
、
山
上
道
牛
被
為
指
下
候
、
尤
造
作
路
次
等
御
指
南
所
希
候
、

万
乙
京
都
我
等
随
身
之
儀
忝
仰
付
候
者
、
可
令
馳
走
候
、
委
細
山
上
道
牛
可
申
之
間
、
閣
御
筆
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　

五（
天
正
十
四
年
）

月
廿
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
―
（
衍
）

　
　
　
　

冨
田
美（

氏
実
）

作
守
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
（
108
）

こ
の
文
書
で
は
天
正
十
四
年
、
宝
衍
が
蘆
名
氏
家
臣
・
冨
田
美
作
守
に
山
上
道
牛
の
路
次
の
安
堵
を
依
頼
し
て
い
る
。「
関
東

惣
無
事
令
」
の
北
限
で
あ
っ
た
蘆
名
氏
に
対
し
て
も
宝
衍
が
根
回
し
を
行
い
、「
惣
無
事
」
政
策
推
進
の
一
端
を
担
っ
て
い
た
こ

と
が
見
て
取
れ
る
。

こ
う
し
て
秀
吉
が
裁
定
を
行
う
旨
を
示
し
た
関
東
「
惣
無
事
」
は
石
田
三
成
・
増
田
長
盛
と
そ
の
下
で
活
動
す
る
佐
野
氏
家
臣

に
よ
り
関
東
か
ら
南
奧
ま
で
伝
達
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
こ
で
史
料
八
ｂ
と
し
て
白
河
義
広
の
義
父
で
あ
る
白
河
義
親
の「
惣
無
事
」

へ
の
返
状
を
検
討
す
る
。

【
史
料
八
ｂ
】「
東
国
大
学
国
史
研
究
室
保
管 
白
河
文
書
」

ａ
関
東
御
一
味
中
手
成
付
而
被
成
下
、
御
書
状
、
就
中
佐
野
之
義
被　

仰
出
候
、
皆
川
山（

広
照
）

城
守
属
氏（

北
条
）直

候
間
、
敵
途
不
自
由

故
指
引
難
成
候
、
委
細
山
上
道
牛
可
被
申
上
候
、
此
節
至
于
御
手
延
者
、
参
御
味
方
候
諸
家
外
様
滅
却
慥
不
可
有
程
候
、
此

所
有
御
塩
梅
可
然
様
御
馳
走
尤
候
、
当
秋
中
被
及
御
下
知
千
言
万
句
御
肝
要
ニ
奉
存
候
、
猶
任
彼
口
上
不
能
具
候
、
恐
々
謹

言

　
　
　

七（
天
正
十
四
年
）

月
廿
七
日　
　
　
　
　
　

不
（
白
河
義
親
）説

　
　

増
田
右（

長

盛

）

衛
門
尉
殿
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石
田
治（

三

成

）

部
少
輔
殿

如
此
両
人
へ
ハ
統
一
御
返
事
候
、
両
人
も
統
一
ニ
書
指
上
申
さ
れ
候
以
上
、
小
嶋
若
狭
守
へ
も
両
人
へ
之
御
文
言
ニ
而
御
返

事
、（
109
）

こ
の
文
書
は
天
正
十
四
年
、
史
料
七
ｂ
の
秀
吉
の
「
惣
無
事
」
表
明
に
対
し
て
、
白
河
義
親
が
増
田
長
盛
・
石
田
三
成
に
宛
て

て
、
白
河
氏
が
佐
野
へ
進
軍
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
旨
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
傍
線
部
ａ
で
白
河
義
親
は
「
佐
野
之
義
」
に

つ
い
て
、
皆
川
が
北
条
氏
に
属
し
た
た
め
、
佐
野
領
へ
の
進
軍
が
難
し
い
旨
を
弁
解
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
も
、「
惣
無
事
」
が

停
戦
命
令
の
形
を
と
り
な
が
ら
、
そ
の
実
と
し
て
反
北
条
勢
力
の
望
む
、
北
条
へ
の
出
兵
を
命
じ
る
側
面
を
有
し
て
い
た
こ
と
が

見
て
取
れ
る
。
ま
た
、
日
付
が
七
月
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
道
牛
が
反
北
条
勢
力
の
元
に
到
着
し
た
の
は
同
年
七
月
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
齋
藤
慎
一
氏
は
道
牛
が
「
惣
無
事
令
」
を
携
え
て
佐
竹
氏
の
元
に
赴
き
、
続
い
て
結
城
、
塩
谷
、
蘆
名
、
白

河
へ
と
巡
回
し
て
「
惣
無
事
」
が
東
国
各
地
に
伝
達
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
110
）。
こ
れ
ら
の
諸
大
名
・
国
衆
は

佐
竹
氏
を
中
心
と
す
る
反
北
条
勢
力
の
構
成
員
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
当
該
期
関
東
「
惣
無
事
」
の
北
端
で
あ
っ
た
蘆
名
に
は

奥
州
「
惣
無
事
」
も
伝
達
さ
れ
て
い
る
。
奥
州
に
つ
い
て
は
、秀
吉
が
天
正
十
一
年
段
階
で
上
杉
景
勝
を
取
次
に
任
じ
て
い
た
（
111
）。

特
に
蘆
名
に
つ
い
て
は
景
勝
が
懸
案
と
し
て
い
た
新
発
田
氏
と
隣
接
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
上
杉
・
佐
竹
間
の
同
盟
に
お
い
て

し
ば
し
ば
焦
点
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
「
関
東
・
奧
両
惣
無
事
」
の
対
象
は
上
杉
・
佐
竹
氏
と
の
軍
事
提
携
を
基
軸
と
し
て

い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
関
東
の
対
象
と
な
る
連
携
国
衆
に
対
し
て
は
、
佐
野
家
家
臣
が
派
遣
さ
れ
、

秀
吉
と
反
北
条
勢
力
の
軍
事
提
携
を
連
結
し
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
も
、
秀
吉
の
「
惣
無
事
」
政
策
は
実
態
と
し
て
、
北
条
氏
に
対

す
る
軍
事
連
携
を
形
成
し
、
諸
勢
力
を
豊
臣
方
に
結
集
す
る
と
い
う
側
面
を
有
し
て
い
た
と
い
え
る
。

し
か
し
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
、
秀
吉
は
北
条
攻
め
を
明
確
な
決
定
路
線
と
し
て
位
置
づ
け
て
は
い
な
か
っ
た
。「
相
滞
族
」
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に
対
し
て
は
軍
事
行
動
を
行
う
が
、
従
う
も
の
に
対
し
て
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
、
つ
ま
り
交
渉
の
余
地
を
残
し
て
い
た
た
め
で

あ
る
。
秀
吉
は
史
料
七
群
段
階
で
は
、
反
北
条
勢
力
に
彼
ら
の
望
む
境
目
確
定
を
行
う
旨
を
に
お
わ
せ
て
い
た
。
境
目
確
定
と
違

反
者
へ
の
制
裁
を
謳
い
、
停
戦
を
命
ず
る
「
惣
無
事
」
政
策
で
あ
る
が
、
そ
の
制
裁
は
秀
吉
に
「
相
滞
族
」
と
認
識
さ
れ
て
い
る

か
と
い
う
、
秀
吉
と
の
関
係
性
に
左
右
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
点
か
ら
も
、
秀
吉
と
の
提
携
が
長
い
反
北
条
勢
力

優
位
が
想
定
さ
れ
、
北
条
氏
と
し
て
は
警
戒
を
強
め
る
状
況
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

関
東
「
惣
無
事
」
の
伝
達
に
宝
衍
や
道
牛
が
関
与
し
て
い
た
こ
と
は
既
知
の
事
実
で
あ
る
。
宝
衍
は
上
洛
し
て
以
降
、
三
成
の

部
下
と
し
て
反
北
条
勢
力
の
求
め
る
北
条
攻
め
の
実
現
に
向
け
て
交
渉
を
行
い
、
そ
の
延
長
線
上
で
「
惣
無
事
」
政
策
の
実
現
に

関
与
し
て
い
た
。
一
方
、
宝
衍
は
家
康
・
北
条
同
盟
と
の
停
戦
交
渉
に
は
関
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。「
惣
無
事
」
が
反
北
条
勢
力

に
の
み
伝
達
さ
れ
、
す
ぐ
さ
ま
受
け
入
れ
ら
れ
、
共
有
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
、「
惣
無
事
」
は
北
条
氏
へ
の
出
兵
を
容
認
す
る
、

秀
吉
の
反
北
条
勢
力
と
の
同
盟
政
策
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
一
面
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
宝
衍
は
秀

吉
と
反
北
条
勢
力
を
連
結
し
、
秀
吉
を
北
条
氏
と
対
抗
す
る
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
た
。
秀
吉
の
対
北
条
政
策
の
様
相
に
つ
い
て

は
次
節
で
詳
し
く
検
討
し
て
い
き
た
い
。

第
五
節
　
景
勝
・
家
康
の
上
洛
に
伴
う
「
惣
無
事
」
執
行
役
の
確
定

宝
衍
・
道
牛
が
反
北
条
勢
力
に
「
惣
無
事
」
を
伝
達
し
て
い
た
頃
、
景
勝
・
家
康
が
相
次
い
で
上
洛
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

従
来
景
勝
か
ら
家
康
に
「
惣
無
事
」
の
取
次
が
交
代
す
る
契
機
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
後
矢
部
健
太
郎
氏
（
112
）
に
よ
っ
て
、

景
勝
の
「
後
詰
」
と
し
て
の
取
次
継
続
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
も
矢
部
氏
の
見
解
を
継
ぐ
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
秀
吉
は

「
惣
無
事
」
の
前
段
階
か
ら
反
北
条
勢
力
と
の
交
渉
の
中
で
、
北
条
攻
め
に
対
し
て
肯
定
的
な
立
場
を
と
っ
て
い
た
。
宝
衍
の
意
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図
す
る
北
条
へ
の
「
軍
事
征
伐
」
を
実
現
す
る
た
め
、
秀
吉
は
諸
大
名
を
上
洛
さ
せ
、
北
条
氏
の
「
惣
無
事
」
受
け
入
れ
か
、
北

条
氏
の
討
滅
か
、
両
様
の
範
囲
で
諸
大
名
を
調
整
し
、「
惣
無
事
」
を
受
け
入
れ
さ
せ
る
交
渉
役
と
、
北
条
氏
の
討
滅
に
係
る
軍

事
制
裁
役
と
に
役
割
分
担
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
以
下
「
惣
無
事
」
で
の
景
勝
と
反
北
条
勢
力
、

ま
た
北
条
氏
と
同
盟
関
係
に
あ
っ
た
家
康
の
政
策
関
与
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
上
杉
景
勝
は
、
石
田
三
成
・
増
田
長
盛
・
木
村
清
久
ら
の
勧
告
に
よ
り
、
境
目
確
定
と
家
康
上
洛

以
前
に
上
洛
し
た
。
景
勝
は
五
月
二
十
日
に
越
府
を
出
発
し
、
六
月
七
日
に
入
京
、
十
四
日
に
は
大
阪
の
秀
吉
の
元
に
出
仕
し
て

い
る
（
113
）。
そ
こ
で
の
秀
吉
と
の
会
談
に
つ
い
て
、
次
の
史
料
を
検
討
す
る
。

【
史
料
九
】「
大
阪
府
専
宗
寺
所
蔵
文
書
」

先
達
如
触
札
、
近
年
上
方
無
二
任
入
魂
之
首
尾
、
五
月
廿
日
不
斗
令
上
洛
、
去
六
日
帰
城
、
於
仕
合
者
任
存
分
候
、
然
者
、

家
康
無
事
相
調
付
而
、
南（

北
条
氏
）方之

儀
可
為
同
意
之
由
、
相
届
候
、
若
於
異
議
者
可
被
討
果
之
評
談
一
諾
、
依
之
、
景
勝
事
、
勿

論
遂
越
山
、
各
申
合
凶
徒
可
致
退
治
之
旨
申
上
候
条
、
始
佐
竹
、
各
へ
其
方
別
而
諷
諫
、
一
統
之
回
章
待
入
候
、
謹
言
、

　
　
　
　

七（
天
正
十
四
年
）

月
十
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

景
勝
（
判
）

　
　
　
　
　
　

太
田
美（

道

誉

）

濃
守
殿
（
114
）

こ
の
文
書
は
天
正
十
四
年
上
杉
景
勝
が
佐
竹
氏
家
臣
・
太
田
道
誉
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。
景
勝
の
上
洛
中
に
、
景
勝
と
反
北

条
勢
力
の
思
惑
通
り
、
秀
吉
か
ら
、
北
条
氏
が
「
惣
無
事
」
命
令
に
違
反
し
た
際
に
は
討
伐
す
る
同
意
を
得
た
こ
と
を
伝
え
て
い

る
。
傍
線
部
か
ら
、「
秀
吉
と
家
康
と
の
「
無
事
」
が
成
就
す
れ
ば
、
北
条
氏
も
き
っ
と
秀
吉
の
決
定
に
同
意
す
る
に
違
い
な
い
」

と
景
勝
が
秀
吉
に
申
し
入
れ
て
お
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
も
し
北
条
氏
が
異
議
を
唱
え
た
な
ら
ば
討
ち
果
た
す
と
い
う
評
議
に
な

り
、
景
勝
も
こ
れ
を
受
諾
し
た
。
北
条
征
討
に
決
し
た
場
合
に
は
、
景
勝
も
関
東
へ
越
山
を
遂
げ
る
旨
を
秀
吉
に
申
し
上
げ
た
と
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い
う
。
前
述
し
た
通
り
、
秀
吉
は
関
東
勢
力
に
対
し
て
北
条
攻
め
を
容
認
す
る
姿
勢
を
と
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
秀
吉
は
こ

こ
で
「
惣
無
事
」
へ
の
制
裁
と
い
う
形
で
北
条
攻
め
を
展
開
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
天
正
十
四
年
正
月
に
形
成
さ
れ
た

家
康
と
の
和
睦
に
配
慮
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
北
条
氏
と
同
盟
関
係
に
あ
る
家
康
と
の
友
好
を
維
持
し
つ
つ
、

北
条
攻
め
を
行
う
た
め
に
は
、「
惣
無
事
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
元
、
北
条
氏
が
こ
れ
に
違
反
し
、
征
伐
を
行
う
と
い
う
大
義

名
分
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
景
勝
の
上
洛
中
に
は
関
東
と
南
奧
、
出
羽
の
諸
勢
力
に
「
惣
無
事
」
の
要
請
が
伝
達

さ
れ
た
（
115
）。
景
勝
は
、
佐
竹
氏
ら
が
求
め
て
い
た
北
条
攻
め
の
先
兵
と
し
て
、
早
々
に
任
命
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
惣

無
事
」
政
策
内
部
に
は
、「
北
条
氏
の
交
渉
受
け
入
れ
か
、
軍
事
制
裁
か
」
と
い
う
両
様
の
立
場
が
併
存
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
た
が
、
交
渉
が
成
就
し
た
際
に
も
、
し
な
か
っ
た
際
に
も
対
応
可
能
な
人
員
配
置
が
な
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

一
方
、
秀
吉
と
家
康
の
間
で
は
、
六
月
段
階
で
計
画
さ
れ
て
い
た
（
116
）
当
秋
中
の
家
康
の
出
仕
を
実
現
さ
せ
る
べ
く
交
渉
が

行
わ
れ
、
家
康
は
十
月
二
十
日
に
上
洛
の
途
に
つ
き
、
一
週
間
ほ
ど
で
大
阪
の
秀
吉
の
も
と
に
出
仕
し
た
（
117
）。
こ
の
間
秀
吉
と

家
康
と
の
間
で
は
、
出
仕
後
の
家
康
の
政
治
的
役
割
が
決
定
さ
れ
て
お
り
、
結
城
氏
家
臣
・
水
谷
勝
俊
は
八
月
五
日
付
で
白
河
義

親
に
「
従
家
康
以
御
直
書
被
仰
通
候
、
於
向
後
者
猶
以
可
及
御
取
合
候
、」
と
述
べ
て
い
る
（
118
）。
家
康
が
上
洛
す
る
前
段
階
に

お
い
て
、
家
康
が
北
条
氏
に
対
す
る
「
惣
無
事
」
の
交
渉
を
行
う
こ
と
が
既
に
決
定
さ
れ
て
い
た
。
家
康
の
上
洛
は
こ
う
し
た
合

意
の
成
立
を
受
け
て
実
現
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
反
北
条
勢
力
で
あ
る
結
城
・
白
河
両
氏
に
動
揺
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
も
、

交
渉
決
裂
か
ら
の
北
条
氏
へ
の
制
裁
と
い
う
反
北
条
勢
力
が
望
ん
で
い
た
「
惣
無
事
」
の
展
望
は
健
在
で
あ
り
、
そ
れ
が
秀
吉
に

連
結
し
て
い
た
勢
力
間
で
、
希
望
的
に
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
家
康
は
こ
の
上
洛
中
に
秀
吉
の
執
奏

に
よ
り
、
正
三
位
中
納
言
に
任
官
さ
れ
て
い
る
が
（
119
）、
そ
れ
は
こ
う
し
た
合
意
の
成
立
を
背
景
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
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こ
う
し
た
家
康
の
出
仕
と
従
属
を
経
て
、「
惣
無
事
」
実
行
態
勢
の
配
置
が
完
了
し
た
。
秀
吉
は
、
十
一
月
四
日
付
け
で
景
勝

に
対
し
て
家
康
上
洛
以
前
、
家
康
の
上
洛
が
な
け
れ
ば
関
東
に
出
兵
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
切
迫
し
た
状
況
を
伝
え

て
い
る
（
120
）。
こ
こ
で
秀
吉
は
、「
関
東
之
儀
、
家
康
と
令
談
合
、
諸
事
相
任
之
由
被
仰
出
候
間
、
被
得
其
意
、
可
心
易
候
」
と

し
て
、
家
康
の
上
洛
、
出
仕
を
経
て
、
関
東
の
「
惣
無
事
」
に
つ
い
て
は
家
康
に
任
せ
る
旨
を
、
景
勝
に
命
じ
て
い
る
。
こ
の
文

言
に
つ
い
て
、
従
来
「
令
談
合
」
の
主
体
は
景
勝
と
家
康
と
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
平
野
明
夫
氏
は
（
121
）、「
令
談
合
」

は
後
文
の
「
被
仰
出
候
」
と
併
せ
て
秀
吉
の
自
敬
表
現
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
談
合
は
秀
吉
・
家
康
間
の
も
の
と
な
り
、「
関
東

の
こ
と
は
、（
秀
吉
が
）
家
康
と
談
合
し
て
、
諸
事
、
家
康
に
任
せ
る
こ
と
に
し
た
の
で
、
景
勝
も
そ
の
こ
と
を
心
得
、
安
心
す

る
こ
と
」
と
、
家
康
の
関
東
取
次
就
任
を
景
勝
に
伝
え
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
も
平
野
氏
の
見
解
を
支
持
し
て
い

る
。「
惣
無
事
」
と
い
う
路
線
を
提
示
し
た
こ
と
に
よ
り
、
軍
事
征
伐
を
行
う
に
し
て
も
、
そ
れ
以
前
に
交
渉
と
い
う
前
段
階
を

踏
む
こ
と
が
必
須
の
条
件
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
御
舘
の
乱
以
降
、
北
条
氏
と
の
関
係
が
最
悪
で
あ
っ
た
景
勝
が
、
北
条
氏

と
の
交
渉
を
行
う
こ
と
は
不
可
能
に
近
か
っ
た
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
背
景
に
よ
り
、
交
渉
面
は
家
康
に
任
せ
る
こ
と
で
、
秀
吉

が
景
勝
に
対
し
て
「
可
心
易
候
」
と
述
べ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
惣
無
事
」
政
策
で
は
軍
事
制
裁
役
に
景
勝
、
北
条
と
の
交
渉
役
に
家
康
と
早
々
に
取
次
の
役
割
分
担
が
行
わ
れ

て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
有
効
に
機
能
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
家
康
の
交
渉
役
と
し
て
の
活
動
に
つ
い
て
史
料
十
ａ

を
検
討
す
る
。

【
史
料
十
ａ
】「
水
戸
市
彰
考
館
徳
川
博
物
館
所
蔵
文
書
」

珍
書
喜
悦
候
、
将
亦
東
国
惣
無
事
之
儀
申
噯
事
候
、
一
着
勿
論
候
間
、
可
為
御
心
安
候
、
尚
大
久
保
治（

忠

隣

）

部
少
輔
か
た
よ
り
可

申
候
、
恐
々
謹
言
、
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七（
天
正
十
五
年
）

月
晦
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
康
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　

塩
谷
弥
七
郎
殿
（
122
）

こ
の
文
書
は
天
正
十
五
年
、
家
康
が
塩
谷
義
上
に
対
し
て
自
身
が
東
国
「
惣
無
事
」
の
交
渉
を
担
当
す
る
旨
を
表
明
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
書
状
は
同
日
付
の
大
久
保
忠
隣
の
添
え
状
に
あ
る
「
折
節
上
洛
之
砌
候
之
間
」（
123
）
と
い
う
文
言
か
ら
、
七
月
に

家
康
が
秀
吉
の
九
州
出
兵
の
お
祝
い
の
為
に
上
洛
し
て
い
た
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
に
比
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
塩
谷
義

上
は
塩
谷
氏
の
分
家
、
喜
連
川
塩
谷
氏
出
身
で
、
佐
竹
氏
に
つ
い
た
川
崎
・
泉
塩
谷
氏
と
対
立
し
、
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）

冬
に
は
佐
竹
方
か
ら
北
条
方
に
従
属
し
て
お
り
、
当
該
期
も
北
条
方
に
属
し
て
い
た
と
み
ら
れ
て
い
る
（
124
）。
こ
こ
か
ら
北
条
勢

力
と
の
交
渉
役
に
家
康
が
当
た
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
世
の
紛
争
調
停
で
は
、
当
事
者
が
調
停
役
（
中

人
）
の
斡
旋
を
拒
否
し
た
場
合
、
調
停
者
は
調
停
を
拒
否
し
た
者
に
よ
っ
て
面
目
を
つ
ぶ
さ
れ
た
関
係
と
な
り
、
拒
否
し
た
者
に

敵
対
す
る
慣
行
が
あ
っ
た
。
調
停
に
当
た
っ
た
家
康
も
、
北
条
氏
が
調
停
を
拒
否
し
た
場
合
に
は
、
北
条
氏
を
攻
め
る
側
に
な
る

慣
行
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
実
際
に
そ
の
後
、
小
田
原
合
戦
に
至
っ
た
際
に
は
、
家
康
は
北
条
氏
征
討
に
参
戦
し
て
い
る
。

こ
こ
に
、
交
渉
取
次
と
し
て
の
家
康
の
立
ち
位
置
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
景
勝
の
軍
事
制
裁
役
と
し
て
の
活
動
に
つ
い
て
は
史
料
十
ｂ
を
検
討
す
る
。

【
史
料
十
ｂ
】「
上
杉
家
文
書
」

去
二
日
書
状
加
披
見
候
、
関
東
無
殊
儀
之
由
、
被
申
越
候
、
然
者
、
八
州
儀
、
最
前
家〔

徳
川
〕康

上
洛
砌
、
具
被
仰
聞
候
間
、
定
而

御
請
可
申
候
、
自
然
北〔

氏
直
〕条

相
背
御
下
知
、
佐〔

義
重
〕竹

、
宇〔

国
綱
〕

都
宮
、
結〔

晴
朝
〕城

へ
於
相
動
者
、
従
此
方
可
被
仰
聞
間
、
後
詰
可
有
之
用
意

可
被
申
付
候
、
猶
石
田
治〔

三

成

〕

部
少
輔
、
増
田
右〔

長

盛

〕

衛
門
尉
、
木
村
弥〔

清

久

〕

一
右
衛
門
尉
可
申
候
也
、

　
　
　

二（
天
正
十
五
年
）

月
廿
四
日　
　
　
（
花（

秀
吉
）押
）
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上
杉
少（

景
勝
）将

と
の
へ
（
125
）

こ
の
文
書
は
天
正
十
五
年
秀
吉
が
景
勝
に
宛
て
て
、
北
条
氏
が
「
惣
無
事
」
違
反
を
し
た
際
に
は
後
詰
と
し
て
出
陣
し
て
も
ら

う
と
い
う
意
向
を
示
し
、
そ
の
用
意
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
史
料
十
ｂ
は
家
康
上
洛
以
降
で
あ
り
、
秀
吉
と
北
条
氏
と
の
和
睦

が
成
立
す
る
以
前
の
、
天
正
十
五
年
に
比
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
①
関
東
の
情
勢
に
つ
い
て
景
勝
が
秀
吉
に
報

告
し
て
い
る
こ
と
、
②
関
東
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
家
康
が
上
洛
し
た
際
に
景
勝
に
詳
し
く
言
い
聞
か
せ
て
あ
る
こ
と
、
③
秀
吉

が
景
勝
に
対
し
て
北
条
が
「
惣
無
事
」
違
反
を
行
っ
た
際
の
「
後
詰
」
の
用
意
を
命
じ
て
い
る
こ
と
、
が
見
て
取
れ
る
。
こ
の
文

書
に
つ
い
て
藤
木
久
志
氏
（
126
）
は
、
秀
吉
が
「
北
条
氏
を
次
の
相
手
国
と
し
て
そ
の
対
応
を
ゆ
だ
ね
、
景
勝
に
は
後
詰
を
命
じ

た
も
の
で
あ
る
」
と
分
析
さ
れ
て
い
る
。
藤
木
氏
は
景
勝
が
「
惣
無
事
」
交
渉
の
失
敗
後
に
参
戦
す
る
役
目
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ

た
の
で
あ
る
が
、
史
料
十
ｂ
か
ら
は
、
景
勝
は
和
睦
失
敗
以
前
か
ら
失
敗
後
の
対
策
を
準
備
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
こ

の
史
料
に
見
え
る
「
後
詰
」
の
語
に
つ
い
て
、矢
部
健
太
郎
氏
は
「
後
方
支
援
部
隊
」
で
は
な
く
、「
敵
の
背
後
か
ら
攻
め
る
軍
勢
」

つ
ま
り
「
搦
め
手
」
の
意
味
で
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
是
認
で
き
る
（
127
）。「
家
康
と
景
勝
は
同
レ
ベ
ル
の
外
様

大
名
と
し
て
豊
臣
政
権
の
「
惣
無
事
」
政
策
へ
の
協
力
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
」
と
い
う
矢
部
氏
の
見
解
に
従
う
べ
き
で
あ
る
と
考

え
る
。
天
正
十
五
年
二
月
段
階
に
お
い
て
も
、
秀
吉
は
依
然
と
し
て
北
条
氏
へ
の
制
裁
担
当
と
し
て
の
、
景
勝
の
役
割
を
保
持
し

て
い
た
。
秀
吉
は
軍
事
制
裁
の
発
動
条
件
を
北
条
氏
側
か
ら
佐
竹
氏
ら
、
反
北
条
勢
力
へ
の
軍
事
行
動
が
発
動
さ
れ
る
と
い
う
点

に
求
め
て
お
り
、「
惣
無
事
」
を
提
唱
し
な
が
ら
も
、
一
貫
し
て
反
北
条
勢
力
と
の
連
携
に
基
づ
き
、
反
北
条
勢
力
に
対
す
る
北

条
氏
側
か
ら
の
侵
攻
を
阻
止
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
破
ら
れ
た
場
合
に
は
北
条
攻
め
を
行
う
、
と
い
う
原
則
を
維
持
し
て
い
る
こ
と

を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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小
括

「
惣
無
事
」
は
反
北
条
勢
力
の
要
請
を
も
と
に
展
開
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
展
望
に
制
裁
を
据
え
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て

の
作
用
を
も
有
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
家
康
上
洛
後
、
前
々
か
ら
内
定
し
て
い
た
通
り
、
交
渉
役
は
家
康
に
、
制
裁

は
上
杉
・
佐
竹
氏
ら
連
携
勢
力
に
分
担
さ
れ
て
い
る
。
北
条
氏
は
信
長
没
後
、
神
流
川
の
合
戦
を
引
き
起
こ
し
、
信
長
以
来
の
「
惣

無
事
」
秩
序
の
崩
壊
を
も
た
ら
し
た
。
織
田
政
権
の
「
惣
無
事
」
の
初
動
を
担
っ
て
い
た
家
康
は
織
田
家
の
命
を
受
け
、
北
条
氏

と
同
盟
を
形
成
す
る
。
こ
こ
で
の
「
手
柄
次
第
」
の
約
諾
は
、
そ
の
後
の
秀
吉
の
全
国
統
一
の
障
害
と
な
っ
て
い
た
。
秀
吉
は
反

北
条
勢
力
に
「
惣
無
事
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
提
唱
し
、
北
条
氏
と
の
交
渉
が
決
裂
し
た
際
に
は
、
小
田
原
攻
め
を
行
う
旨
を
表
明

し
て
い
る
。
秀
吉
は
自
身
と
和
睦
し
た
家
康
を
も
「
惣
無
事
」
に
組
み
込
む
こ
と
を
図
り
、
家
康
を
交
渉
担
当
に
据
え
、
小
田
原

攻
め
を
行
う
に
し
て
も
、
そ
れ
以
前
に
交
渉
決
裂
と
い
う
前
段
階
を
踏
む
こ
と
を
図
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
秀
吉
は
交
渉
担

当
に
家
康
を
据
え
つ
つ
、
一
方
で
反
北
条
勢
力
と
の
同
盟
政
策
を
維
持
し
、「
惣
無
事
」
違
反
に
対
す
る
制
裁
準
備
を
怠
っ
て
い

な
か
っ
た
。
秀
吉
は
「
惣
無
事
」
を
交
渉
と
軍
事
制
裁
と
い
う
二
側
面
か
ら
展
開
さ
せ
、
北
条
氏
と
の
交
渉
の
状
況
の
中
で
、
そ

の
様
相
を
変
化
さ
せ
る
可
能
性
を
包
括
さ
せ
つ
つ
も
、
一
つ
の
展
望
と
し
て
北
条
攻
め
を
据
え
て
い
た
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
少
な

か
ら
ず
、
同
盟
交
渉
の
担
い
手
と
し
て
政
権
中
枢
と
結
び
つ
い
て
活
躍
し
た
宝
衍
の
影
響
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
宝
衍
は
佐

野
の
所
務
を
奪
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
秀
吉
に
期
待
し
、
秀
吉
の
「
惣
無
事
」
政
策
に
参
画
し
て
い
る
。
宝
衍
が
三
成
の
配
下
と
し

て
参
画
し
、水
面
下
の
合
意
形
成
に
奔
走
し
た
こ
と
で
秀
吉
が
反
北
条
勢
力
と
の
同
盟
政
策
を
基
軸
に
「
惣
無
事
」
の
展
開
を
図
っ

て
い
き
、
そ
れ
に
よ
り
北
条
氏
が
参
画
し
づ
ら
い
「
惣
無
事
」
政
策
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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お
わ
り
に

本
稿
で
述
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
て
い
く
。

第
一
章
で
は
豊
臣
政
権
成
立
以
前
、
若
年
の
頃
か
ら
上
方
で
の
交
友
関
係
を
有
し
て
い
た
天
徳
寺
宝
衍
が
、
織
田
政
権
の
「
惣

無
事
」
に
い
ち
早
く
参
画
し
、
反
北
条
勢
力
と
信
長
と
の
取
次
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
信
長
没
後
、
北
条
氏
は
上
野

に
進
軍
し
、
神
流
川
の
合
戦
を
引
き
起
こ
す
が
、
こ
れ
は
信
長
が
作
っ
た
「
惣
無
事
」
秩
序
の
崩
壊
を
意
味
し
て
い
た
。
こ
の
間

家
康
は
関
東
の
反
北
条
勢
力
と
協
調
す
る
様
子
を
見
せ
る
も
、
天
正
十
年
北
条
・
徳
川
同
盟
が
展
開
さ
れ
る
と
、「
手
柄
次
第
」

と
し
て
北
条
氏
の
関
東
侵
攻
を
是
認
し
て
い
く
。
家
康
に
「
惣
無
事
」
と
し
て
信
長
秩
序
の
回
復
を
期
待
し
て
い
た
宝
衍
ら
反
北

条
勢
力
は
、
秀
吉
と
の
連
携
を
画
策
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

天
正
十
一
年
冬
秀
吉
は
反
北
条
勢
力
の
要
望
に
応
え
、
関
東
に
「
惣
無
事
」
を
提
唱
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
構
想
自
体
は

信
長
の
「
東
国
御
仕
置
」
の
時
点
で
既
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
り
、
家
康
が
そ
の
執
行
役
と
し
て
周
囲
に
認
識
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
こ
こ
で
秀
吉
が
提
唱
し
た
「
惣
無
事
」
に
は
、
家
康
が
東
国
交
渉
を
専
任
さ
れ
て
い
る
体
制
を
打
破
す
る
意
図
が
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
秀
吉
と
家
康
の
関
係
は
「
惣
無
事
」
に
敵
対
す
る
北
条
氏
と
、
北
条
氏
と
同
盟
関
係
に
あ
る
家
康
、
そ
し
て
そ

れ
と
敵
対
す
る
秀
吉
と
反
北
条
勢
力
と
い
う
構
図
を
明
確
に
し
、「
惣
無
事
」
は
秀
吉
の
反
北
条
勢
力
と
の
同
盟
政
策
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
い
う
側
面
を
持
ち
つ
つ
発
展
し
て
い
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
間
、
北
条
氏
に
所
務
を
奪
わ
れ
て
い
た
佐
野
氏
は
秀
吉
の
呼

び
か
け
に
期
待
を
か
け
、
そ
の
東
国
政
策
に
接
近
を
図
っ
て
い
っ
た
。

次
に
第
二
章
で
は
宝
衍
が
豊
臣
政
権
の
「
惣
無
事
」
に
参
画
す
る
過
程
と
、
同
盟
政
策
に
始
ま
っ
た
「
惣
無
事
」
の
展
開
に
つ

い
て
指
摘
し
て
き
た
。
天
正
十
一
年
以
降
、
関
東
で
は
北
条
と
反
北
条
勢
力
と
の
関
係
が
悪
化
し
、
反
北
条
勢
力
と
秀
吉
は
連
携
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を
深
め
て
い
た
。
そ
の
間
、
佐
野
氏
は
北
条
氏
に
所
務
を
奪
わ
れ
、
秀
吉
に
助
け
を
求
め
て
い
る
。
小
牧
長
久
手
の
合
戦
後
、
佐

野
氏
は
秀
吉
か
ら
、
以
前
か
ら
の
要
請
ど
お
り
「
惣
無
事
」
を
行
う
旨
を
伝
え
ら
れ
、
宝
衍
は
甥
で
あ
る
佐
野
宗
綱
の
佐
野
領
支

配
を
回
復
す
る
た
め
に
、
宗
綱
の
代
理
人
と
し
て
上
洛
し
、
そ
の
ま
ま
三
成
の
側
近
と
な
っ
て
「
惣
無
事
」
政
策
の
推
進
に
参
画

し
た
。
宝
衍
は
、
宗
綱
の
存
命
中
に
、
宗
綱
と
の
連
絡
を
維
持
し
た
状
態
で
上
洛
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
上
洛
の
意

図
は
宗
綱
の
相
続
問
題
で
は
な
く
、
佐
野
領
支
配
の
回
復
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
秀
吉
の
提
唱
す
る
「
惣
無
事
」
に
は
、
反

北
条
勢
力
が
懇
望
し
て
い
た
彼
ら
の
知
行
の
維
持
（
北
条
氏
側
か
ら
の
侵
攻
の
阻
止
）
と
、
そ
れ
が
か
な
わ
ぬ
場
合
に
は
北
条
攻

め
、
と
い
う
展
望
が
あ
り
、
秀
吉
と
関
東
の
反
北
条
勢
力
と
の
軍
事
同
盟
と
い
う
性
質
が
内
包
さ
れ
て
い
た
。
天
正
十
四
年
の
関

東
「
惣
無
事
」
で
は
宝
衍
と
道
牛
が
佐
竹
氏
勢
力
に
秀
吉
の
裁
定
を
伝
達
し
て
い
る
。
秀
吉
が
提
唱
し
て
い
た
関
東
「
惣
無
事
」

が
反
北
条
勢
力
に
の
み
伝
達
さ
れ
、
す
ぐ
さ
ま
受
け
入
れ
ら
れ
、
共
有
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
、「
惣
無
事
」
は
北
条
氏
へ
の
出
兵

を
是
認
す
る
、
秀
吉
の
反
北
条
勢
力
と
の
同
盟
政
策
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
い
う
一
面
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
秀
吉
は
「
相
滞
族
」
に
対
し
て
、
制
裁
を
加
え
る
旨
を
表
明
し
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
従
わ
せ
る
た
め
の
交
渉
と
緊
急
時

の
た
め
の
制
裁
と
い
う
両
様
の
立
場
が
見
え
隠
れ
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
秀
吉
と
家
康
と
の
間
で
は
天
正
十
四
年
に
和
睦
が
成
立
し
て
い
た
。
秀
吉
は
自
身
と
和
睦
し
た
家
康
を
、
反
北
条
氏
勢
と

の
同
盟
関
係
の
中
で
形
成
さ
れ
た
「
惣
無
事
」
の
交
渉
担
当
に
据
え
て
い
る
。「
惣
無
事
」
が
反
北
条
勢
力
の
懇
望
に
応
え
る
も

の
で
あ
っ
た
と
い
う
経
緯
に
鑑
み
て
、
北
条
氏
が
交
渉
に
応
じ
な
い
こ
と
は
十
分
に
想
定
さ
れ
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。
家
康
を
交

渉
の
仲
介
者
に
定
め
た
こ
と
は
、
北
条
氏
が
家
康
の
調
停
を
拒
否
し
た
場
合
、
面
目
を
つ
ぶ
さ
れ
た
家
康
が
北
条
氏
に
敵
対
す
る

結
果
に
つ
な
が
る
。
よ
っ
て
、
家
康
を
調
停
者
に
起
用
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
交
渉
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
家
康
し

か
い
な
か
っ
た
と
も
、
北
条
氏
の
孤
立
を
図
る
政
策
で
あ
っ
た
と
も
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
秀
吉
は
北
条
氏
と
の
対
話
の
姿
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勢
を
見
せ
る
一
方
で
、
景
勝
と
反
北
条
勢
力
に
軍
事
行
動
の
準
備
を
命
じ
て
い
た
。
秀
吉
の
「
惣
無
事
」
が
こ
う
し
た
二
筋
の
取

次
に
よ
り
展
開
さ
れ
、
交
渉
の
状
況
に
よ
っ
て
変
化
す
る
可
能
性
を
包
括
し
つ
つ
も
、
秀
吉
と
結
ぶ
反
北
条
勢
力
の
庇
護
と
い
う

同
盟
政
策
に
沿
っ
て
、
北
条
氏
の
「
惣
無
事
」
受
け
入
れ
か
、
北
条
氏
の
討
滅
か
、
と
い
う
振
れ
幅
の
中
で
発
展
し
て
い
っ
た
こ

と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

景
勝
ル
ー
ト
に
位
置
づ
い
て
い
た
宝
衍
は
、
元
来
は
、
佐
野
氏
の
所
領
支
配
の
回
復
と
い
う
個
別
の
利
害
に
基
づ
い
て
上
洛
し

た
と
み
ら
れ
る
の
だ
が
、
石
田
三
成
を
介
し
て
秀
吉
の
側
近
に
参
画
し
て
い
っ
た
こ
と
で
、
連
携
勢
力
と
秀
吉
と
の
連
絡
・
調
整

役
と
な
り
、「
惣
無
事
」
政
策
の
展
開
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
宝
衍
の
参
画
に
よ
り
秀
吉
の
同
盟
政
策
と
い

う
性
格
を
有
す
る
「
惣
無
事
」
政
策
は
、
意
思
疎
通
ル
ー
ト
を
確
立
し
、
反
北
条
勢
力
と
の
連
携
を
密
に
さ
せ
て
い
っ
た
。
宝
衍

が
ト
レ
ー
ガ
ー
と
し
て
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
。
小
田
原
征
伐
は
「
惣
無
事
」
と
い
う
北
条
氏
に
と
っ
て
許
容
し
が
た
い
秀
吉

の
同
盟
政
策
を
要
因
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
成
立
過
程
に
宝
衍
の
水
面
下
の
交
渉
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。
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注
（
1
）		

高
橋
博
「
天
正
十
年
代
の
東
国
情
勢
を
め
ぐ
る
一
考
察
―
下
野
皆
川
氏
を
中
心
に
―
」『
弘
前
大
学
国
史
研
究
』
九
三
号　

一
九
九
二
年
十
月

（
2
）		
戸
谷
穂
高
氏
「
関
東
・
奥
両
国
「
惣
無
事
」
と
白
河
義
親
」（『
中
世
東
国
武
家
文
書
の
研
究
：
白
河
結
城
家
文
書
の
成
立
と
伝
来
』

高
志
書
院
二
〇
〇
八
年
）

（
3
）		

佐
々
木
倫
朗
「
東
国
「
惣
無
事
」
令
の
初
例
に
つ
い
て
─
徳
川
家
康
の
「
惣
無
事
」
と
羽
柴
秀
吉
―
」（
荒
川
善
夫
・
佐
藤
博
信
・

松
本
一
夫
編
『
中
世
下
野
の
権
力
と
社
会
』
岩
田
書
院　

二
〇
〇
九
年
）

（
4
）		

竹
井
英
文　
『
織
豊
政
権
と
東
国
社
会
「
惣
無
事
令
」
論
を
越
え
て
』
吉
川
弘
文
館　

二
〇
一
二
年

（
5
）		

藤
井
譲
治
「「
惣
無
事
」
は
あ
れ
ど
「
惣
無
事
令
」
は
な
し
」（『
史
林
』
九
三
号
（
三
）
二
〇
一
〇
年
五
月
）

（
6
）		

竹
井
英
文　

前
注
四
参
照

（
7
）		

矢
部
健
太
郎
「
東
国
「
惣
無
事
」
政
策
の
展
開
と
家
康
・
景
勝
―
「
私
戦
」
の
禁
止
と
「
公
戦
」
の
遂
行
」（『
日
本
史
研
究
』

五
〇
九
号
二
〇
〇
五
年
一
月
）

（
8
）		

粟
野
俊
之
『
織
豊
政
権
と
東
国
大
名
』
吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
一
年

	

「
天
徳
寺
宝
衍
考
」（
旧
題
：「
天
徳
寺
宝
衍
考
―
戦
国
後
期
の
関
東
と
織
田
・
豊
臣
政
権
―
」　
『
駒
沢
史
学
』
三
九
・
四
〇
合
併
号　

一
九
八
八
）

（
9
）		

粟
野
俊
之　

前
注
八
参
照

（
10
）		

松
本
一
夫
「
天
徳
寺
宝
衍
の
花
押
型
の
変
遷
を
め
ぐ
っ
て
」　
『
栃
木
県
立
文
書
館
研
究
紀
要
』
十
九
号　

二
〇
一
五
年　

栃
木
県

立
文
書
館

（
11
）		

齋
藤
慎
一
『
戦
国
時
代
の
終
焉
「
北
条
の
夢
」
と
秀
吉
の
天
下
統
一
』（
中
公
新
書　

一
八
〇
九
）
中
央
公
論
新
社　

二
〇
〇
五

年

（
12
）		

粟
野
俊
之　

前
注
八
参
照

（
13
）		

黒
田
基
樹
『
小
田
原
合
戦
と
北
条
氏
』（『
敗
者
の
日
本
史
』
シ
リ
ー
ズ
十
巻
）
吉
川
弘
文
館　

二
〇
一
三
年
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（
14
）		

『
田
沼
町
史
』
第
六
巻　

通
史
編
上
、
二
八
四
頁

		


『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
十
四
巻　

十
四
頁　

佐
野
氏
系
図

（
15
）		

『
言
継
卿
記
』
天
文
十
七
年
五
月
二
四
日
条　

天
文
十
九
年
閏
五
月
二
九
日
条

（
16
）		

松
本
一
夫 

前
注
十
参
照

（
17
）		

「
富
岡
家
古
文
書
」『
栃
木
県
史
』
中
世
三　

四
一
八
頁

（
18
）		
こ
の
後
、
上
杉
氏
の
家
督
を
巡
っ
て
御
舘
の
乱
が
発
生
す
る
。（
天
正
六
年
〜
天
正
八
年
）
そ
の
間
、
上
杉
氏
の
関
東
に
対
す
る

影
響
力
は
低
下
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
19
）		

「
飯
野
盛
男
所
蔵
文
書
」「
歴
代
古
案
」
七
「
小
林
文
書
」『
信
長
文
書
』
下　

六
〇
七
〜
六
〇
九
号　

（
20
）		

湯
川
敏
治
『
歴
名
土
台
』
続
群
書
類
従
完
成
会　

一
九
九
六
年

（
21
）		

『
言
継
卿
記
』
天
正
四
年
六
月
十
二
日
条

（
22
）		

「
書
簡
幷
証
文
集
」『
新
編
埼
玉
県
史
』
資
料
六　

九
三
八
号　

九
三
九
号

		


「
小
笠
原
文
書
」『
結
城
市
史
』
一　

四
三
八
頁

（
23
）		

『
信
長
公
記
』
天
正
七
年
九
月
十
一
日
条

（
24
）		

『
信
長
公
記
』
天
正
八
年
三
月
九
日
条

（
25
）		

『
信
長
公
記
』
天
正
十
年
二
月
二
日
条

（
26
）		

『
信
長
公
記
』
天
正
十
年
三
月
十
一
日
条

（
27
）		

『
信
長
公
記
』
天
正
十
年
三
月
二
八
日
条

（
28
）		

「
太
田
文
書
」『
新
編
埼
玉
県
史
』
資
料
六　

一
一
一
九
号

（
29
）		

「
天
徳
寺
宝
衍
書
状
」
白
石
氏
文
化
財
調
査
報
告
第
四
〇
集　
『
伊
達
氏
重
臣
遠
藤
家
文
書
・
中
島
家
文
書
〜
戦
国
偏
〜
』
三
一
号

（
以
下
『
遠
藤
家
文
書
』
と
略
記
。）

（
30
）		

黒
田
基
樹　

前
注
十
三
参
照

（
31
）		

「
来
田
文
書
」（
奥
野
高
廣
『
織
田
信
長
文
書
の
研
究
』
下　

吉
川
弘
文
館　

九
八
二
号
）

	

（
以
降
『
織
田
信
長
文
書
の
研
究
』
に
つ
い
て
は
『
信
長
文
書
』
と
略
記
。）

（
32
）		

「
太
田
文
書
」
注
二
八
参
照
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（
33
）		

「
太
田
文
書
」『
新
編
埼
玉
県
史
』
資
料
六　

一
一
二
三
号

（
34
）		

「
瀧
川
文
書
」『
群
馬
県
史
』
資
料
七　

三
一
二
一
号

		


『
群
馬
県
史
』
で
は
一
行
目
の
出
馬
し
た
人
物
を
「
上
様
・
殿
様
・
三
成
」
と
翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
当
該
期
「
三
成
」
と
い
う

人
物
は
管
見
の
限
り
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
影
写
本
か
ら
「
上
様
・
殿
様
・
三
介
」
に
訂
正
し
掲
載
し
て
い
る
。

（
35
）		
黒
田
基
樹　

前
注
十
三
参
照

（
36
）		
黒
田
基
樹　

前
注
十
三
参
照

（
37
）		

「
佐
竹
文
書
」
一
『
佐
野
市
史
』　

資
料
一　

一
〇
三
八
頁　

一
六
六
号

（
38
）		

「
東
京
大
學
史
料
編
纂
所
所
蔵 

猪
俣
文
書
」『
群
馬
県
史
』
資
料
編
七　

一
〇
七
〇
頁

（
39
）		

「
佐
竹
文
書
」『
栃
木
県
史
』
中
世
三　

一
四
〇
頁　

（
40
）		

「
佐
竹
文
書
」『
栃
木
県
史
』
中
世
三　

一
四
〇
頁

（
41
）		

「
木
曽
考
」『
信
濃
史
料
』
十
五　

四
一
七
頁

（
42
）		

「
宇
都
宮
氏
家
蔵
文
書
」（
中
村
孝
也
『
徳
川
家
康
文
書
の
研
究
』
上　

日
本
学
術
振
興
会
）　

三
七
三
号
（
以
下
『
家
康
文
書
』

上
と
略
記
。）

（
43
）		

「
伊
達
家
文
書
」『
群
馬
県
史
』
資
料
七　

三
一
九
〇
号

（
44
）		

黒
田
基
樹　

前
注
十
三
参
照

（
45
）		

「
古
文
書
」『
家
康
文
書
』
上　

三
八
五
頁

（
46
）		

「
真
田
家
文
書
」『
群
馬
県
史
』
資
料
七　

三
五
五
六
号

（
47
）		

「
須
田
文
書
」『
上
越
市
史
』
別
二　

二
六
五
三
号

（
48
）		

「
越
佐
史
料
巻
六
所
収
文
書
」『
上
越
市
史
』
別
二　

二
六
五
三
号

（
49
）		

「
景
勝
公
御
年
譜
巻
十
巻
所
収
」『
上
越
市
史
』
別
二　

二
七
一
八
号

（
50
）		

「
浄
信
寺
文
書
」『
大
日
本
史
料
』
十
一
―
四　

六
八
五
頁

（
51
）		

「
江
口
文
書
」『
群
馬
県
史
』
資
料
七　

三
二
六
二
号

（
52
）		

黒
田
基
樹　

前
注
十
三
参
照

（
53
）		

「
紀
伊
国
古
文
書
所
収
藩
中
古
文
書
十
二
」『
戦
国
遺
文
後
北
条
氏
編
』
四
一
二
九
号
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（
54
）		

黒
田
基
樹　

前
注
十
三
参
照

（
55
）		

「
皆
川
文
書
」『
栃
木
県
史
』
中
世
一　

一
九
二
頁

（
56
）		

黒
田
基
樹　

前
注
十
三
参
照

（
57
）		

立
花
京
子
「
天
正
十
三
年
の
北
関
東
・
南
奥
情
勢
の
把
握
」（『
地
方
史
研
究
』
二
七
五　

四
五
巻
五
号　

一
九
九
五
年
十
月
）

（
58
）		

「
福
島
於
莵
吉
氏
所
蔵
文
書
」『
大
日
本
史
料
』
十
一
―
四　

七
八
一
頁

（
59
）		
「
常
総
遺
文
」
七
『
大
日
本
史
料
』
十
一
―
四　

七
八
四
頁

（
60
）		
「
佐
竹
文
書
」
五
乾
『
大
日
本
史
料
』
十
一
―
四　

七
八
八
頁

（
61
）		

「
武
徳
編
年
集
成
巻
二
六
」『
大
日
本
史
料
』
十
一
―
五　

二
〇
二
頁

（
62
）		

「
常
順
寺
文
書
」『
大
日
本
史
料
』
十
一
―
四　

七
九
一
頁

（
63
）		

「
武
州
文
書
一
六
」『
小
田
原
市
史
』
資
料
一　

六
九
九
号 

（
64
）		

粟
野
俊
之　

前
注
八
参
照

（
65
）		

松
本
一
夫　

前
注
十
参
照

（
66
）		

齋
藤
慎
一　

前
注
十
一
参
照

（
67
）		

竹
井
英
文　

前
注
四
参
照

（
68
）		

黒
田
基
樹　

前
注
十
三
参
照

（
69
）		

粟
野
俊
之　

前
注
八
参
照

（
70
）		

黒
田
基
樹　

前
注
十
三
参
照

（
71
）		

齋
藤
慎
一　

前
注
十
一
参
照

（
72
）		

黒
田
基
樹　

前
注
十
三
参
照

（
73
）		

「
佐
竹
文
書
」
五
乾
『
大
日
本
史
料
』
十
一
―
六　

三
六
八
頁

（
74
）		

「
諸
将
感
状
下
知
状
并
諸
士
状
写
一
」『
小
田
原
市
史
』
原
始
古
代
中
世
Ⅰ　

六
八
六
号

	

齋
藤
慎
一　

前
注
十
一
参
照

（
75
）		

「
諫
早
文
書
」『
会
津
若
松
史
』
八　

二
四
二
頁

（
76
）		

「
土
田
藤
一
氏
所
蔵
文
書
」『
上
越
市
史
』
別
二　

二
九
六
七
号
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（
77
）		

「
土
田
藤
一
氏
所
蔵
文
書
」　

前
注
七
六
参
照

		


「
大
藤
文
書
」『
戦
国
遺
文
後
北
条
氏
編
』
二
六
九
〇
号

（
78
）		

堀
新
『
日
本
の
中
世
の
歴
史
七　

天
下
統
一
か
ら
鎖
国
へ
』
吉
川
弘
文
館
二
〇
一
〇
年

（
79
）		
「
栃
木
県
庁
採
集
文
書
三
」『
小
田
原
市
史
』
資
料
一　

六
九
〇
号

（
80
）		
黒
田
基
樹 

前
注
十
三
参
照

（
81
）		
齋
藤
慎
一　

前
注
十
一
参
照

（
82
）		

三
鬼
清
一
郎
『
職
豊
期
の
国
家
と
秩
序
』
青
史
出
版　

二
〇
一
二
号

（
83
）		

松
本
一
夫　

前
注
十
参
照

（
84
）		

松
本
一
夫　

前
注
十
参
照

（
85
）		

『
完
訳
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
四
（
豊
臣
秀
吉
一
）』
ル
イ
ス
フ
ロ
イ
ス
著　

松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
訳　

中
公
文
庫　

二
〇
〇
〇
年　

一
九
三
頁

（
86
）		

「
實
行
書
状
」『
岩
手
県
中
世
文
書
』
下　

九
〇
頁
、『
南
部
藩
参
考
諸
家
系
図
』
六
一

	

（
尚
、
謄
写
本
に
よ
り
一
部
翻
刻
の
訂
正
を
行
っ
た
。
特
に
差
出
は
「
実
行
」
と
翻
刻
さ
れ
て
い
た
が
、「
宝
衍
」
の
誤
読
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
注
九
二
で
は
宝
衍
に
訂
正
し
た
も
の
を
記
載
し
て
い
る
。）

（
87
）		

「
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
」『
大
日
本
史
料
』
十
一
―
二
六　

三
三
〇
頁

（
88
）		

「
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
」　

前
注
八
七
参
照

（
89
）		

「
諸
名
将
古
案
」『
大
日
本
史
料
』
十
一
―
十
三　

一
八
七
〜
一
八
八
頁

（
90
）		

「
成
簣
堂
古
文
書
」
一
三
八
第
十
八
雑
文
書
其
二
ノ
五
号　
『
大
日
本
史
料
』
十
一
―
十
六　

一
一
七
頁

（
91
）		

「
宇
都
宮
文
書
」
乾　
『
大
日
本
史
料
』
十
一
―
十
六　

一
一
八
頁

（
92
）		

「
八
代
文
書
」　
『
大
日
本
史
料
』
十
一
―
十
六　

一
一
九
頁

（
93
）		

竹
井
英
文　

前
注
四
参
照

（
94
）		

「
實
行
書
状
」
前
注
八
六
参
照

（
95
）		

「
青
木
氏
蒐
集
文
書
」『
群
馬
県
史
』
資
料
七　

三
三
五
九
号

	

ま
た
、
黒
田
基
樹
氏
は
天
正
十
三
年
八
月
、
北
条
氏
が
佐
野
を
攻
め
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
宝
衍
が
秀
吉
の
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配
下
と
し
て
活
動
す
る
時
期
と
前
後
し
て
い
る
た
め
、
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。（
黒
田
基
樹
「
館
林
長
尾
氏

の
研
究
」『
戦
国
大
名
と
外
様
国
衆
』
戎
光
祥
出
版　

二
〇
一
五
年
）

（
96
）		

「
真
武
内
伝
附
録
―
矢
澤
氏
へ
の
御
書
共
写
并
御
印
判
」『
信
濃
史
料
叢
書
』
中　

九
〇
八
頁

（
97
）		

『
上
越
市
史
』
別
二　

四
八
八
頁

（
98
）		

「
新
編
会
津
風
土
記
」『
会
津
若
松
史
』
八　

二
七
三
〜
二
七
四
頁

（
99
）		
「
真
武
内
伝
附
録
」
前
注
九
六
参
照

（
100
）		
「
真
武
内
伝
附
録
」
前
注
九
六
参
照

（
101
）		

『
兼
見
卿
記
』
天
正
十
四
年
正
月
二
十
一
日
条

（
102
）		

「
真
武
内
伝
附
録
」
前
注
九
六
参
照

（
103
）		

「
真
武
内
伝
附
録
」
前
注
九
六
参
照

（
104
）		

「
佐
藤
行
信
氏
所
蔵
文
書
」
五　
『
静
岡
県
史
』
中
世
四　

一
八
三
九
号

	

（「
佐
藤
行
信
氏
所
蔵
文
書
」「
沼
津
市
史
中
世
補
遺
」『
沼
津
市
史
研
究
』
十
号　

二
〇
〇
一
年
三
月　

沼
津
市
教
育
委
員
会
）

（
105
）		

「
一
五
八
五
年
十
月
一
日
付
長
崎
発
信
（
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
宛
）
ル
イ
ス
フ
ロ
イ
ス
追
信
」

	

（
松
田
毅
一
『
一
六
・
七
世
紀
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
報
告
集
』
第
三
期
第
七
巻　

一
九
九
四
年　

同
朋
舎
出
版　

一
九
九
号
）

（
106
）		

「
専
宗
寺
文
書
」（「
東
大
坂
専
宗
寺
所
蔵
岩
付
太
田
氏
関
係
文
書
」
十
号　

		


『
文
書
館
紀
要
』　

十
六
号　

二
〇
〇
三
年　

三
月　

埼
玉
県
立
文
書
館
）

（
107
）		

「
国
学
院
大
学
白
河
結
城
文
書
」『
白
河
市
史
』
五　

資
料
二　

七
三
八
頁

（
108
）		

「
前
田
尊
経
閣
所
蔵
古
文
書
写
」（
粟
野
俊
之
氏
が
前
注
の
「
天
徳
寺
宝
衍
考
」
の
中
で
紹
介
し
て
い
る
）

（
109
）		

「
東
国
大
学
国
史
研
究
室
保
管 

白
河
文
書
」『
白
河
市
史
』
五　

資
料
二　

七
三
九
頁

（
110
）		

齋
藤
慎
一　

前
注
十
一
参
照

（
111
）		

「
景
勝
公
諸
士
来
書
之
二
〇
」『
上
越
市
史
』
別
二　

二
八
〇
二
号

（
112
）		

矢
部
健
太
郎　

前
注
七
参
照

（
113
）		

「
浅
野
文
書
」（『
天
正
十
四
年
上
洛
日
記
』）（『
上
越
市
史
』
別
二　

三
一
〇
六
号
）

（
114
）		

「
大
阪
府
専
宗
寺
所
蔵
文
書
」『
上
越
市
史
』
別
二　

三
一
〇
八
号



下野佐野氏天徳寺宝衍と織豊政権の関東「惣無事」

P51　学習院大学　人文科学論集　27号　（責了）

51

（
115
）		

「
杉
原
謙
氏
所
蔵
文
書
」（『
上
越
市
史
』
別
二　

三
一
二
四
号
）

（
116
）		

「
青
山
文
書
」『
福
島
県
史
』
七　

五
八
九
頁

（
117
）		

『
家
忠
日
記
』
天
正
十
四
年
十
月
条
二
十
日
条

（
118
）		
「
新
編
会
津
風
土
記
」
巻
之
七　

水
谷
勝
俊
書
状
『
白
河
市
史
』
五　

史
料
二　

七
四
一
頁

（
119
）		
『
公
卿
補
任
』
に
よ
る
と
、
上
洛
に
際
し
て
十
月
四
日
に
従
三
位
に
任
ぜ
ら
れ
、
十
一
月
五
日
に
正
三
位
に
任
じ
ら
れ
た
と
い
う
。

ま
た
、
そ
の
知
ら
せ
は
家
康
家
臣
の
も
と
に
も
届
い
て
い
た
。

	

『
家
忠
日
記
』
天
正
十
四
年
十
一
月
七
日
条
、
二
十
日
条

（
120
）		

「
上
杉
家
文
書
」『
上
越
市
史
』
別
二　

三
一
五
九
号

（
121
）		

平
野
明
夫　
「
豊
臣
政
権
下
の
徳
川
氏
」『
徳
川
権
力
の
形
成
と
発
展
』
岩
田
書
院　

二
〇
〇
六
年

（
122
）		

「
水
戸
市
彰
考
館
徳
川
博
物
館
所
蔵
文
書
」（『
新
修
徳
川
家
康
文
書
の
研
究
』
二　

三
八
六
頁

	

尚
、
竹
井
英
文
氏
の
訂
正
に
従
い
、
一
部
訂
正
し
た
。

	

（
竹
井
英
文
『
織
豊
政
権
と
東
国
社
会
「
惣
無
事
令
」
論
を
越
え
て
』
吉
川
弘
文
館
二
〇
一
二
年
）

（
123
）		

「
水
戸
市
彰
考
館
徳
川
博
物
館
所
蔵
文
書
」（『
新
修
徳
川
家
康
文
書
の
研
究
』
二　

三
八
七
頁

	

尚
、
竹
井
英
文
氏
の
訂
正
に
従
い
、
一
部
訂
正
し
た
。

	

（
竹
井
英
文
『
織
豊
政
権
と
東
国
社
会
「
惣
無
事
令
」
論
を
越
え
て
』
吉
川
弘
文
館
二
〇
一
二
年
）

（
124
）		

「
新
編
会
津
風
土
記
」
巻
之
七　

那
須
資
晴
書
状
『
白
河
市
史
』
五　

九
七
四
号

（
125
）		

「
上
杉
家
文
書
」「
上
越
市
史
」
別
二　

三
一
七
一
号

（
126
）		

藤
木
久
志
『
豊
臣
平
和
令
と
戦
国
社
会
』 

東
京
大
学
出
版
会 

一
九
八
五
年

（
127
）		

矢
部
健
太
郎　

前
注
七
参
照
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天
徳
寺
宝
衍
関
係
文
書
目
録

○
発
給
文
書
○

年
月
日

発
給
者

宛
所

文
書
名

史
料
名

出
典

備
考

1

永
禄
十
一
年
戌
辰　

卯
月
五
日

天
徳
寺
宝
衍

朱
印

森
伊
豆
守

宛
行
状

石
井
善
太
郎
氏
所
蔵

文
書

『
栃
木
』
四
―
三
九
七
頁

2

（
天
正
十
年
）

卯
月
十
九
日

宝
衍

（
花
押
）

遠
藤
山
城
守

（
基
信
）

書
状

斉
藤
報
恩
博
物
館
所

蔵
・
遠
藤
文
書

『
仙
台
市
博
物
館
調
査
報

告
』
十
三
号

3

（
天
正
十
年
）

六
月
二
十
日

天
徳
寺
宝
衍

（
花
押
）

太
田

（
佐
竹
義
重
）

書
状

佐
竹
文
書

『
栃
木
』
三
―
一
四
〇
頁

5

（
天
正
十
一
年
カ
）

十
月
二
九
日

天
徳
寺
宝
衍

（
花
押
影
）

太
田

（
佐
竹
義
重
）

書
状

水
府
志
科

『
栃
木
』
四
―
三
五
〇
頁
『
栃
木
県
史
』
で
は
天
正

十
年
に
比
定

6

（
天
正
十
二
年
カ
）

五
十
八
日

天
徳
寺
宝
衍

（
花
押
）

佐
金

（
佐
竹
義
斯
）

書
状

戸
村
文
書

『
栃
木
』
三
―
二
八
八
頁

7

（
天
正
十
四
年
カ
）

三
月
七
日

宝
衍

矢
澤
薩
摩
殿

（
頼
綱
）

書
状

眞
武
内
伝
附
録

『
信
濃
史
料
叢
書
』
中　

九
〇
九
頁

8

（
天
正
十
四
年
）

五
月
二
五
日

宝
ー

冨
田
美
作
守

（
氏
実
）

書
状

尊
経
閣
本
古
文
書
写

『
佐
野
市
史
』
一
―

一
〇
三
八
頁
一
六
七
号

山
上
道
牛
関
連

9

（
天
正
十
四
年
カ
）

九
月
十
三
日

宝
衍

秩
父
豊
後
守

書
状

小
菅
文
書

『
岩
手
県
中
世
文
書
』
下

―
九
〇
頁

10

（
天
正
十
七
年
）

正
月
十
九
日

宝
衍

（
花
押
）

越
府

（
上
杉
景
勝
）

書
状

上
杉
家
文
書

『
栃
木
』
三
―
一
九
八
頁
『
栃
木
県
史
』・『
田
沼
町

史
』
で
は
天
正
十
五
年

と
比
定
。
荒
川
善
夫
氏

は
天
正
十
九
年
に
比
定

11

（
天
正
十
七
年
）

七
月
十
六
日

宝
衍

（
花
押
影
）

金
上
平
六
郎
他

三
名

書
状

会
津
旧
事
雑
考

『
福
島
』
七
―
八
五
二
頁
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12

（
天
正
十
七
年
）

霜
月
十
一
日

宝
衍

（
花
押
）

（
木
戸
）

元
斎

書
状

吉
川
金
蔵
氏
所
蔵
文

書

『
栃
木
』
三
―
二
一
二
頁

13

（
天
正
十
八
年)
三
月
十
九
日

天
宝
衍

（
花
押
）

小
曾
戸
丹
後
守
・

同
図
書
助

書
状

小
曾
戸
文
書

『
栃
木
』
一
―
一
四
一

年
欠

14

天
正
十
八
年
四
月

十
九
日

前
天
徳
寺

了
伯

書
状

歴
代
古
案

『
栃
木
』
三
―
二
二
六
頁

偽
文
書
カ

15

天
正
十
八
年
卯
月

天
徳
寺

大
胡
領

禁
制

奈
良
原
文
書

『
群
馬
』
七
―
六
二
五
号

16

（
天
正
十
八
年
）

五
月
十
三
日

宝
衍

月
輪
院

書
状

寺
院
証
文

『
埼
玉
県
史
研
究
』
二
六

―
六
二
頁

17

（
天
正
十
八
年
）

五
月
二
七
日

宝
衍

月
輪
院

書
状

寺
院
証
文

『
埼
玉
県
史
研
究
』
二
六

―
六
二
頁

18

（
天
正
十
八
年
）

八
月
二
七
日

天
徳
寺
宝
衍

（
花
押
影
）

三
浦
左
京
亮

（
元
政
）

書
状

三
浦
文
書

『
栃
木
』
四
―
三
四
頁

年
欠

19

（
天
正
十
九
年
）

三
月
朔
日

天
徳
寺
宝
衍

（
花
押
）

御
連
判
衆
・

芳
春
院

書
状

喜
連
川
文
書

『
栃
木
』
二
―
二
五
七
頁

20

天
正
十
九
年
卯
辛

七
月
二
四
日

（
黒
印
）

高
瀬
紀
伊
守

宛
行
状

山
崎
文
書

『
栃
木
』
四
―
三
〇
頁

21

（
天
正
十
九
年
カ
）

十
月
五
日

宝
衍

（
花
押
）

桜
池
院

書
状

高
野
山
桜
池
院
文
書
『
栃
木
』
四
―
一
六
九
頁

22

（
文
禄
元
年
）

二
月
二
日

宝
衍

（
花
押
）

桜
池
院

書
状

高
野
山
桜
池
院
文
書
『
栃
木
』
四
―
一
六
八
頁

23

（
文
禄
二
年
）

三
月
十
一
日

宝
衍

（
花
押
）

桜
池
院

書
状

高
野
山
桜
池
院
文
書
『
栃
木
』
四
―
一
六
九
頁

24

五
月
二
一
日

宝
衍

（
花
押
）

蓼
沼
日
向
守

書
状

蓼
沼
文
書

『
栃
木
』
三
―
二
〇
八
頁
『
栃
木
県
史
』
で
は
天
正

五
年
に
比
定
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○
受
給
文
書
○

年
月
日

発
給
者

宛
所

文
書
名

史
料
名

出
典

備
考

1

（
永
禄
五
年
）

三
月
十
四
日

源
三
氏
照

（
花
押
）

天
徳
寺

書
状

涌
井
文
書

『
栃
木
』
一
―
六
三
〇
頁

2

（
元
亀
四
年
）

（
天
正
元
）

十
一
月
四
日

勝
頼
花
押

天
徳
寺

書
状

甲
斐
国
志

『
栃
木
』
四
―
二
九
三
頁

3

（
天
正
三
年
カ
）

三
月
三
十
日

氏
政

天
徳
寺

書
状

下
総
旧
事

『
戦
国
遺
文
』
後
北
条
氏

編
―
一
八
三
八
号

4

（
天
正
十
八
年
）

七
月
六
日

増
右
長
盛

天
徳
寺

書
状

秋
田
藩
所
蔵
文
書

『
福
島
』
七
―
二
五
〇
頁

5

年
欠

極
月
十
四
日

喜
連
川
賴
氏

天
徳
寺
法
印

書
状

喜
連
川
文
書
文
禄
慶

長
御
書
案
二

『
茨
城
県
史
料
』
中
世
編

Ⅵ
―
二
〇
五
頁

6

年
欠

初
春
十
六
日

喜
連
川
賴
氏

天
徳
寺
法
印

書
状

喜
連
川
文
書
文
禄
慶

長
御
書
案
二

『
茨
城
県
史
料
』
中
世
編

Ⅵ
―
二
〇
五
頁

○
関
係
文
書
○

年
月
日

発
給
者

宛
所

文
書
名

史
料
名

出
典

備
考

1

天
文
十
七
年

五
月
二
四
日

山
科
言
継

言
継
卿
記

言
継
卿
記

『
言
継
卿
記
』

天
徳
寺
宝
衍
関
連

2

天
文
十
九
年

閏
五
月
二
九
日

山
科
言
継

言
継
卿
記

言
継
卿
記

『
言
継
卿
記
』

天
徳
寺
宝
衍
関
連
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3

年
欠
正
月
二
四
日

上
杉
輝
虎
判

物

富
岡
主
税
助
と

の
へ

判
物

沼
井
文
書

『
栃
木
』
三
―
四
一
八
頁

天
徳
寺
宝
衍
関
連

4

年
欠

大
庵
寺
念

佛
日
記

大
庵
寺
文
書

『
栃
木
』
一
―
六
〇
一
頁

山
上
道
牛
関
連

5

天
正
八
年
庚

正
月

佐
野
武
者

記

佐
野
武
者
記

『
田
沼
町
史
』
資
料
編
原

始
古
代
中
世
―
四
六
二

頁

山
上
道
牛
関
連

6

天
正
八
年

十
月
十
二
日

佐
野
宗
綱
朱

印
状

山
上
道
牛
・
福

地
出
羽
守
る
・

松
本
丹
波
守

朱
印
状

福
地
文
書

『
田
沼
町
史
』
資
料
編
原

始
古
代
中
世
―
四
三
一

頁

山
上
道
牛
関
連

7

天
正
十
年

四
月
八
日

織
田
信
長

梶
原
源
太
（
政

景
）
と
の
へ

印
判
状

太
田
文
書

『
群
馬
』
七
―
五
五
二
頁

一
一
一
九
号

天
徳
寺
宝
衍
関
連

8

天
正
十
年

四
月
十
六
日

滝
川
一
益

佐
貫
御
城

書
状

瀧
川
文
書

『
群
馬
』
七
―
八
四
三
頁

三
一
二
一
号

天
徳
寺
宝
衍
関
連

9

天
正
十
一
年

七
月
朔
日

東
義
久
書
状

羽
柴
筑
前
守

（
秀
吉
）

書
状

浄
信
寺
文
書

『
神
奈
川
』
三
―

一
〇
〇
五
頁
八
八
七
七

号

山
上
道
牛
関
連

10

天
正
十
二
年

七
月
九
日

賢
哲
書
状

三
樂
齋

書
状

「
江
戸
譜
」
収
蔵

『
新
編
埼
玉
県
史
』
六
―

八
五
一
頁
付
三
三
号

天
徳
寺
宝
衍
関
連

11

天
正
（
十
二
又
は

十
三
年
カ)

卯
月

二
八
日

結
城
晴
朝

芳
賀
伊
賀
守

書
状

小
田
部
庄
右
衛
門
氏

所
蔵
文
書

『
栃
木
』
二
―
四
二
頁

天
徳
寺
宝
衍
関
連

12

天
正
十
三
年

十
月
十
八
日

石
田
三
成

矢
澤
頼
綱

韻
判
状

眞
武
内
伝
附
録

『
信
濃
史
料
叢
書
』
中　

九
〇
八

天
徳
寺
宝
衍
関
連

13

天
正
十
四
年

五
月
二
五
日

羽
柴
秀
吉
朱

印
影

塩
谷
弥
六
（
義

綱
）
と
の
へ

朱
印
状
写

秋
田
藩
家
蔵
文
書
三

『
栃
木
』
三
―
五
八
頁 

山
上
道
牛
関
連

14

天
正
十
四
年

五
月
二
五
日

長
盛
（
花
押

影
）・
三
成

（
花
押
影
）

塩
谷
弥
六
殿
（
義

綱
）
御
宿
所

連
署
状
写

秋
田
藩
家
蔵
文
書
三

『
栃
木
』
三
―
五
八
頁 

山
上
道
牛
関
連
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15

天
正
十
四
年

五
月
二
五
日

羽
柴
秀
吉
朱

印
影

白
川
七
郎
と
の

へ

朱
印
状

國
學
院
大
學
白
川
結

城
文
書

『
白
河
市
史
』
資
料
編
二

―
七
三
八
頁
九
七
一
号

山
上
道
牛
関
連

16

天
正
十
四
年

五
月
二
五
日

長
盛
（
花
押

影
）・
三
成

（
花
押
影
）

白
川
七
郎
殿

人
々
御
中

書
状
写

白
川
証
古
文
下
仙
台

白
川
家
蔵
文
書

『
白
河
市
史
』
資
料
編
二

―
七
三
七
頁
九
六
九
号

山
上
道
牛
関
連

17

天
正
十
四
年

七
月
二
七
日

不
説
（
白
川

義
親
）

増
田
右
衛
門
尉

殿
・
石
田
治
部

少
輔
殿

書
状
写

東
北
大
学
国
史
研
究

室
保
管
白
河
文
書

『
白
河
市
史
』
資
料
編
二

―
七
三
八
頁
九
七
三
号

山
上
道
牛
関
連

18

天
正
十
五
年

月
日
未
詳

ル
イ
ス
・
フ

ロ
イ
ス

『
日
本
史
』

『
完
訳
ル
イ
ス
フ
ロ
イ
ス

日
本
史
四
』
―
一
九
三

頁

天
徳
寺
宝
衍
関
係

19

天
正
十
四
年

七
月
二
九
日

水
谷
勝
俊

（
花
押
影
）

御
辺
御
館
（
白

川
義
親
）

書
状
写

「
新
編
会
津
風
土
記
」

７

『
白
河
市
史
』
資
料
編
二

―
七
四
〇
頁
九
七
五
号

山
上
道
牛
関
連

20

天
正
十
七
年

三
月
十
一
日

三
成
（
花
押
）
宇
都
宮
弥
三
郎

（
宇
都
宮
国
綱
）

殿
参
人
々
御
中

書
状

小
田
部
好
伸
家
文
書

『
栃
木
』
二
―
五
六
頁

一
五
三
号

天
徳
寺
宝
衍
関
連

21

天
正
十
七
年

十
一
月
二
八
日

豊
臣
秀
吉
朱

印
影

佐
竹
左
衛
門
尉

殿
（
佐
竹
北
義

斯
）

朱
印
状
写

秋
田
藩
家
蔵
文
書
三
『
秋
田
県
史
』　

資
料
編

近
世
一
―
一
〇
四
号

天
徳
寺
宝
衍
関
連

22

天
正
十
七
年

十
一
月
二
九
日

豊
臣
秀
吉
朱

印
影

山
楽
斎
（
佐
竹

氏
の
客
将
・
太

田
三
楽
斎
道
誉
）
朱
印
状
写

太
田
文
書

『
埼
玉
』
六
―
七
三
五
頁

一
四
八
九
号

天
徳
寺
宝
衍
関
連

23

天
正
十
八
年

弐
月
二
十
日

政
景
（
花
押

影
）（
梶
原

政
景
）

正
淡
御
報
（
上

総
大
多
喜
城
主

頼
時
カ
）

書
状
写

武
州
文
書

『
栃
木
』
四
―
三
七
九

天
徳
寺
宝
衍
関
連

24

天
正
十
八
年

卯
月
二
八
日

豊
臣
秀
吉
朱

印
影

浅
野
弾
正
少
輔

（
長
吉
）
と
の
へ

朱
印
状

浅
野
家
文
書

『
栃
木
』
四
―
二
二
九
頁

天
徳
寺
宝
衍
関
連

25

天
正
十
八
年

六
月
七
日

御
朱
印
（
豊

臣
秀
吉
）

加
藤
主
計
頭
と

の
へ
（
清
正
）

朱
印
状

「
諸
将
感
状
下
知
状

幷
諸
士
状
写
」
三
所

収
文
書

『
新
編
埼
玉
県
史
』
六
―

七
八
三
頁
一
五
七
八
号

天
徳
寺
宝
衍
関
連
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26

天
正
十
八
年

六
月
八
日

豊
臣
秀
吉
朱

印

羽
柴
柳
川
侍
従

と
の
へ
（
立
花

宗
重
）

朱
印
状

立
花
家
文
書

『
小
田
原
市
史
』
史
料
編 

原
始
・
古
代
・
中
世
一　

八
五
九
号 

天
徳
寺
宝
衍
関
連

27

天
正
十
九
年

閏
正
月

山
上
牛
道
定

書

『
田
沼
町
史
』 

四　

 (

資

料
編 

三 

近
世) 

―
十
三

頁

山
上
牛
道
定
書

28

天
正
二
十
年

八
月
二
八
日

木
戸
元
斎

詠
歌
大
概

聞
書
奥
書

詠
歌
大
概
聞
書
奥
書

『
上
越
市
史
』
資
料
編　

別
編
二
―
六
七
二
頁

天
徳
寺
宝
衍
関
連

29

天
正
二
〇
年

九
月
二
〇
日

豊
臣
秀
吉
朱

印
状

佐
野
修
理
大
夫

と
の
へ

朱
印
状

『
田
沼
町
史
』 

四　

(

資
料

編 

三 

近
世) 

―
十
四
頁

信
吉
を
宝
衍
の
養
子
と

す
る

30

天
正
二
〇
年

九
月
二
〇
日

叙
位
口
宣

言

能
福
寺
文
書

『
兵
庫
』
一
―
五
九
頁

佐
野
信
吉
を
従
五
位
に

任
ず
る

31

天
正
二
〇
年

九
月
二
二
日

豊
臣
秀
吉
朱

印
影

佐
野
修
理
大
夫

と
の
へ

朱
印
状
写

佐
野
文
書

『
田
沼
町
市
』
四　
（
資

料
編
三
近
世
）
―
二
九

頁
一
号

天
徳
寺
宝
衍
関
連

32

天
正
二
〇
年

九
月
二
二
日

豊
臣
秀
吉
朱

印
影

佐
野
修
理
大
夫

と
の
へ

知
行
目
録

写

佐
野
文
書

『
田
沼
町
市
』
四
（
資
料

編
三　

近
世
）
―
三
〇

頁
二
号

天
徳
寺
宝
衍
関
連

33

年
月
日
不
詳

冨
永
清
兵
衞

覺
書

『
群
馬
』
七
―
一
〇
七
〇

頁
三
九
六
九
号

天
徳
寺
宝
衍
関
連

34

年
欠
七
月
九
日

哲
賢
書
状

三
樂
齋
（
太
田

道
誉
）

書
状

江
戸
譜

『
群
馬
』
七
―
八
五
一
頁

付
三
三
号

山
上
道
牛
関
連
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図1　〈転載〉「関東奥両国惣無事」史料関係図
竹井英文『織豊政権と東国社会「惣無事令」論を越えて』

吉川弘文館 二〇一二年　より
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Tentokuji H
oen participated in O

da and Toyotom
i’s Sobuji policy

M
ATSU

M
O

TO
, N

ana

This thesis aim
s to analyse Sobuji, w

hich is a policy derived from
 Toyotom

i H
ideyoshi’s force and an anti-H

ojo force 
in K

anto area. To shed light on a region form
ally called Shim

otsuke (current Sano- a city located in the south-w
est part of 

Tochigi prefecture), paying a great deal of attention solely to Shim
otsuke can internalise the history of Sobuji policy m

ore 
in-depth. B

y scrutinising specifically, Sano clan w
ill dem

onstrate its unique role in the m
edieval Japanese history, as its 

contribution has been relatively underrated in academ
ia. Especially Tentokuji H

oen and his servant Yam
agam

i D
ogyu’s 

accom
plishm

ent conducted for Sano had a significant im
pact on the w

hole Japanese politics at the tim
e. Sano w

as located 
right at the boundary betw

een Shim
otsuke and K

ozuke (these tw
o literally m

ean the low
er and upper area). The border had 

a role in distinguishing the pro-H
ojyo and the anti-H

ojo forces. 
H

oen’s lineage w
as quite com

plicated but w
orth highlighting at the sam

e tim
e. H

oen w
as a son of Sano Toyotsuna, w

hich 
nam

ely m
eans he w

as M
asatsuna’s younger brother as w

ell as an uncle of M
unetsuna. C

onsequently, it is evident that he 
has a roots-w

ise relation to the m
ain branch of Sano fam

ily. A
lthough H

oen becam
e a B

uddhist priest in his early life, his 
strong connection w

ith m
ajor aristocrats in the K

am
igata area firm

ly rem
ained in the political w

orld. A
s a result, H

oen 
m

assively im
pacted on Japanese high society. A

t the tim
e w

hen O
da N

obunaga’s Togoku Shioki prevailed, H
oen w

as a 
diplom

at of Takigaw
a K

azum
asu, w

ho w
as in charge of K

anto O
toritsugi. H

oen’s prim
ary role w

as as an envoy betw
een O

da 
adm

inistrations centred in the w
est and the anti-H

ojo pow
er in K

anto area.
Follow

ing the fam
ous H

onnoji-no-hen in 1582, H
oen fought a battle w

ith the H
ojo force in K

ozuke w
ith a help of 
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Takigaw
a K

azum
asu as one of the sequels of H

onnoji’s incident. This w
ar, also happened in 1582, w

as later called as 
K

annagaw
a w

ar.  D
espite his career in K

ozuke, he returned to Sano and reassum
ed his position of a negotiator of Sano region 

soon after K
annagaw

a w
ar. A

t just about the sam
e tim

e, the H
ojo arm

y attacked Sano that the K
anto anti-H

ojo force becam
e 

heightened after 1593. Therefore, the K
anto anti-H

ojo force attem
pted to gain the favour of Toyotom

i H
ideyoshi to secure 

their safety behind H
ideyoshi’s pow

er. 
Toyotom

i H
ideyoshi, w

ho overthrew
 a pro-N

obunaga force (also know
n as Shibata K

atsuie’s troops), found these sequent 
to be a chance to build up his career to rule entire Japan. H

ideyoshi’s interest tow
ards situations in K

anto area reached a 
consensus betw

een K
anto and H

ideyoshi’s dem
and and supply. A

s a result, K
anto successfully got the m

ost out of Toyotom
i’s 

colossal force. A
lso, H

ideyoshi w
as able to draw

 K
anto force into his arm

y. C
onsidering Sano’s geographically unique role, 

the H
ojo group attem

pted to aqruire Sano to utilise the function of borders. Thus, Sano kept under pressure to stay close 
relations w

ith the H
ojo force. In the sum

m
er of 1575, H

oen left Sano to m
ove to K

yoto since the H
ojo force took over Sano’s 

rule. H
ojo’s dom

inance over H
oen’s pow

er resulted in H
oen’s rem

arkable decision to serve H
ideyoshi w

ith the intention 
of ousting the H

ojo force from
 beloved Sano. A

s w
ell as H

oen, Yam
agam

i D
ogyu w

as also in charge of Sano’s vassal in 
H

ideyoshi’s Sobuji policy. This policy had a side that H
ideyoshi’s intention to draw

 the K
anto anti-H

ojo force. For instance, 
U

esugi K
agekatsu, w

ho allied w
ith the anti-H

ojo force, took charge of a position to sort out the situations against the H
ojo 

force through Sobuji policy. O
n the other hand, Tokugaw

a Ieyasu negotiated w
ith the H

ojo force and avoided apparently 
oppose to the H

ojo force as K
agekatsu did. 

A
m

ongst historians, the conventional appreciation of Sobuji policy has w
idely been recognised as H

ideyoshi’s ordinance 
to prevail a truce all over Japan. H

ow
ever, this essay illustrates that Sobuji policy w

as established w
ith H

ideyoshi’s desire 
to control the H

ojo force. H
oen’s extensive connection show

s how
 m

ilitary alliance had associated w
ith the developm

ent 
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of Sobuji policy. I hope it daw
ns on historians that it should be exam

ined to fully grasp the im
portance of Sobuji policy for 

further understandings alongside H
oen’s desire to return to his dearest hom

e, Sano.

（
平
成
二
十
九
年
度
史
学
専
攻　

博
士
前
期
課
程
修
了
）　




